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Ⅰ．第36回年次大会概要 
1. 開催案内

会　期 ： 2016年1月9日（土）～11日（月）
会　場 ： 公開特別講演，シンポジウム，招待講演，一般講演：名城大学 天白キャンパス，TEL　052-832-1151
　　　　　　		〒468-8502 名古屋市天白区塩釜口1-501 ，http://www.meijo-u.ac.jp/about/campus/tenpaku/ 	
懇親会場　：名古屋観光ホテル　3Ｆ「那古東中」の間，TEL　052-231-7711（代）
　　　　　　　　　　　　〒460-8608名古屋市中区錦1-19-30 ， http://www.nagoyakankohotel.co.jp/access/
主　催 ：　一般社団法人レーザー学会
共　催 ： 名城大学


大会の概要
　下記のとおり，公開特別講演(無料，一般公開)，シンポジウム，招待講演および一般講演を実施します．
併設展示会として，Laser Solution 2016(大会期間中同時開催，入場無料)を開催します．
公開特別講演(３件)	：　1月10日(日)　15:00～17:15　　　
・「新産業革命とレーザーイノベーション」　
三菱電機株式会社　FAシステム事業本部産業メカトロニクス事業部　技師長　安井公治　氏
・「パワーレーザーが挑む未来のエネルギー」　
浜松ホトニクス株式会社　開発本部大出力レーザー開発部研究開発グループ  グループ長　川嶋利幸　氏
・「青色LEDとレーザーが拓く未来」　
名古屋大学　未来材料･システム研究所未来エレクトロニクス集積研究センター　センター長・教授　天野　浩　氏　　
 レーザー学会業績賞・奨励賞受賞記念講演(５件): 1月9日～11日（部門セッションにて講演）
　[論文賞(オリジナル部門)受賞]
ファイバレーザーとMgドープLiTaO3分極反転素子を用いた高出力SHGグリーンレーザー
○森川顕洋A，水内公典B，藤原康文C（Aパナソニック(株)，Bパナソニックヘルスケア(株)，C大阪大学）
　[論文賞(解説部門)受賞]
EUV露光光源の研究開発の現状                       
○東口武史A，藤岡慎介B，砂原 淳C，柳田達哉D，溝口 計D
（A宇都宮大学，B大阪大学，C(公財)レーザー総研，D(株)ギガフォトン）
　[進歩賞受賞]
キャリア・エンベロープ位相も測定できる超短光パルス評価法                          
○藤　貴夫，野村雄髙，白井英登（分子科学研究所）
　[奨励賞受賞]
ハイパワーレーザーを用いた高エネルギー密度物質研究とその展望
尾崎典雅，（佐野孝好，佐野智一，木村友亮，丹下慶範，土屋卓久A，奥地拓生B，清水克哉，坂田修身C，兒玉了祐
(大阪大学，A愛媛大学，B岡山大学，C(独)物質･材料研究機構)
四ホウ酸リチウム周期双晶による疑似位相整合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
前田健作(，（藤原航三，宇田 聡）(東北大学大学院 工学研究科）
シンポジウム３１件	：　1月9日～11日（講演時間　１件25分，質疑討論5分）
　(1)超高強度レーザーとその学術応用
(2)国土強靭化に資するレーザー技術
(3)ものづくりの未来を拓くレーザークラッディングと三次元造形技術の開発動向と今後の展開
(4)テラヘルツイメージング
(5)光を用いた生体イメージング　-技術と応用-
招待講演５８件	：　1月9日～11日（講演時間　１件25分，質疑討論5分）
一般講演１９６件　	：　講演時間　１件12分，質疑討論3分 （1月9日～11日）
懇 親 会　	：　1月10日 18:30〜 ，会費：一般6,000円/学生3,000円
併設展示会「Laser Solution 2016」 （大会期間中同時開催）　：入場無料 
参加費：正会員および賛助会員：8,000円/学生：3,000円/非会員：10,000円
予稿集：参加費に含まれます．　販売＠4,000円
受付用紙：学会ホームページ (URL : http;//www.lsj.or.jo) からダウンロードできます．
事前記入の上，受付に持参いただきますと手続きがスムースになります．
ご講演時の注意事項
(1)講演用機材として「ＰＣ＋プロジェクタ」を各会場に設置しますので、発表資料は電子ファイルをご持参下さい．
プレゼン用のＰＣはWindows 7、プレゼンソフト(PowerPoint)はOffice2010 です．
但し，事情あってＰＣをご持参される場合は，セッション前の休憩時間に予めＰＣプロジェクタとの接続・動作をチェックして
頂き，セッション開始以降にご自身の講演時間の冒頭でパソコンを改めて接続しご講演頂きます様お願い致します．
（接続作業時間はご講演時間に含まれます．） 

(2）ご講演において動画をご使用になる場合は不具合回避のためＰＣをご持参下さる様お願い申し上げます．

(3)発表時間(含：討論)およびベル操作 
	区 分
	講演時間
	ベル操作

	一般講演
	15分
	１鈴：10分，２鈴：12分，３鈴：15分

	招待講演
	30分
	１鈴：20分，２鈴：25分，３鈴：30分



(4)論文発表賞：
レーザー学会では「論文発表賞」規程に基づき，第36回年次大会において，レーザー科学の発展に貢献しうる優秀な一般
講演論文を発表した若手会員（35歳以下）に対し「論文発表賞(優秀論文発表賞，論文発表奨励賞)」を贈呈いたします．
授賞者には2016年2月末に通知し，5月の定時総会にて授賞式を執り行います．


――――――――――――――――　　【 大会賛助 】　　――――――――――――――――

第36回年次大会の実施にあたり，下記の各団体から貴重な財政的支援を頂いております．
ここに，賛助団体各位及び有志の皆様の御芳名を記し，深甚なる感謝の意を表します．
（2015/12/4現在，順不同）

浜松ホトニクス株式会社　　　　　　　　　　　	株式会社 オプトサイエンス　　　　　　　　
ギガフォトン株式会社　　　　　　　　　　　　	東明技研株式会社
株式会社日本レーザー　	株式会社東芝 生産技術センター
株式会社片岡製作所　　　　　　　　　　　	カンタムエレクトロニクス株式会社
ネオアーク株式会社　　　　　　　　　　　　　	三菱電機株式会社
株式会社オフィールジャパン	有限会社岡本光学加工所
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――-

問合せ先
	〒565-0871　大阪府吹田市山田丘2-6　　一般社団法人 レーザー学会　第36回年次大会実行委員会事務局
	（TEL：06-6878-3070  FAX：06-6878-3088　 E-mail: mori@lsj.or.jp）
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2. 実行組織
2.1 年次大会実行委員会
　第36回年次大会組織委員会
委 員 長    レーザー学会会長	　
　加藤義章（光産業創成大学院大学）
副委員長    同副会長         
　井澤靖和（公益財団法人レーザー技術総合研究所）
副委員長　　同副会長
　久間和生（内閣府 総合科学技術・イノベーション会議）
委　員
　山本和久（大阪大学）, 杉浦博明（三菱電機(株)）, 岡田龍雄（九州大学）, 米田仁紀（電気通信大学）
　神成文彦（慶應義塾大学）, 阪部周二（京都大学）, 八木重典（国立研究開発法人科学技術振興機構）

　第36回年次大会実行委員会
実行委員会委員長（兼 募金委員長）	吉田弘樹　	岐阜大学　工学部電気電子･情報工学科 
同　副委員長	坪井昭彦	光産業創成大学院大学
同　顧　問	山口　滋 	東海大学　理学部物理学科
プログラム委員長	川田善正	静岡大学　電子工学研究所
同　副委員長　　　　　　　　　　　　　　　　　　	宮本昌浩　　　	浜松ホトニクス(株)　　　		
担当理事/展示会実行委員長	山本和久	大阪大学 光科学センター
展示会事務局長	上野直樹	(株)オプトロニクス社
同　委員	大沢哲夫	(株)オプトロニクス社
 
現地実行委員
総務係　	主査	西澤典彦　　	(名古屋大）　　　	受付係	主査	古橋秀夫　　	(愛知工大）
	副査	長谷川和男 	(豊田中研）					副査	内田敬久　	(愛知工大）
	委員	竹家　啓　　 	(名古屋大）					委員	津田紀生 　	(愛知工大）
	委員	山中真仁　  (名古屋大）					委員	五島敬史郎 	(愛知工大）
会計係	主査	小野晋吾　　	(名古屋工業大）	ｱﾙﾊﾞｲﾄ係	主査	伊藤昌文　　	(名城大）
	副査	早川伸哉　　	(名古屋工業大）				委員	児玉哲司　　	(名城大）
	委員	楠本利行　　	(光産業創成大）	懇親会係	主査	岡島茂樹　　	(中部大）
(兼)委員	宮本昌浩　　	(浜松ﾎﾄﾆｸｽ(株)）		副査	中山和也　　	(中部大）
会場係	主査	多和田昌弘　(名城大）		広報係	主査	藤田和久　　	(光産業創成大）
	副査	太田貴之　　	(名城大）			副査	小野篤史　　	(静岡大）
					委員	川嶋利幸　　	(浜松ﾎﾄﾆｸｽ(株))








2.2 プログラム委員会
プログラム委員長	川田善正	静岡大学　電子工学研究所
同　副委員長　　　　　　　　　　　　　　　　　　	宮本昌浩　　　	浜松ホトニクス(株)　　
同　幹  事　　　　　　  		居波　渉　 	静岡大学大学院工学研究科
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Ａ．レーザー	主　査	神成文彦 	(慶應義塾大)
物理・化学	副　査	小林洋平 	(東京大)
	委　員	沖野友哉	(理研）
	委　員	鈴木隆行	(明治大）
	委　員	芦原　聡	(東京大）
	委　員	桂川眞幸	(電気通信大）

Ｂ．レーザー	主　査 　平等拓範 (分子研)
装置	副　査　 常包正樹 (カナレ電気)
	委　員　 桐山博光 (原子力機構）
	委　員　 白川　晃 	(電気通信大）
	委　員 　吉田光宏 	(KEK）
	委　員 　鈴土　剛 	(リコー）

Ｃ．高強度・	主　査	小栗克弥　	(NTT）
高エネルギー	副　査	藤岡慎介　	(大阪大）
レーザー応用	委　員	東口武史　	(宇都宮大）
	委　員	福田祐仁　	(原子力機構）
	委　員	富樫　格　 (JASRI）
	
Ｄ．レーザー	主　査　 塚本雅裕　(大阪大)
プロセシング	副　査 　甲藤正人　(宮崎大）
	委　員　 橋田昌樹　(京都大）
	委　員 　中野人志　(近畿大）
	委　員　 部谷　学　	(大阪産業大）
　	委　員　 大越昌幸　(防衛大)

Ｅ．レーザー	主　査　 興　雄司  (九州大)
計測	副　査　 渡辺一弘　(創価大)　	（東海大）
	委　員　 平川靖之　(久留米高専）
　	委　員　 高橋信明　(防衛大）　　　　　　
	委　員　 鄭　和翊  （東海大）
	
Ｆ．光機能材料	主　査　 梅木穀伺  	(NTT）
デバイス	副　査　 荒井昌和  	(宮崎大）
	委　員　 田中　有　	(富士通研）
	委　員　 高橋　和　	(大阪府立大）
	委　員　 冨田知志	(奈良先端大）
	委　員　 吉岡宏晃　	(九州大）

Ｇ．光通信	主　査　 戸田裕之　	(同志社大)
	副　査　 松本正行　	(和歌山大）
	委　員　 榎原　晃　 	(兵庫県立大)
	委　員　 菅野敦史	(情通研機構）
	委　員　 津田裕之　　(慶應義塾大)
	委　員　 丸田章博	(大阪大)	

Ｈ．光情報処理	主　査　 野村孝徳　 (和歌山大) 
	副　査　 小倉裕介　 (大阪大)
	委　員 　渡邉恵理子	(電気通信大)
	委　員　 和田　篤   （防衛大）
	委　員 　田原　樹　	（関西大）
	委　員　 渡邊　歴　	（立命館大）

Ｉ．レーザー	主　査　 松浦祐司	（東北大）	(近畿大学)
医学・生物学	副　査　 片桐崇史	（東北大）                       
	委　員　 石井克典　	（大阪大）
	委　員　 川内聡子　	（防衛医大）
	委　員　 櫛引俊宏　	（防衛医大）
	委　員　 山岡禎久　	（佐賀大）

シンポジウム1	主　査　	阪部周二	（京都大）
シンポジウム2	主　査　	大道博行	（原子力機構）
シンポジウム3	(兼)主査	塚本雅裕　	（大阪大)
シンポジウム4	(兼)主査　	興　雄司  	（九州大)
シンポジウム5	(兼)主査　	松浦祐司	（東北大）

3. 大会全体スケジュール

大 会 日：平成28年１月９日（土）～１１日（月）　３日間
開催場所：名城大学天白キャンパス
懇親会場：名古屋観光ホテル 3F 「那古東中」の間
	月
	日
	実行委員会関係
	プログラム委員会
	掲載 号
	会誌/ホームページ他

	H27年
5月
	

28日
	実行委員案作成
特別講演企画
準備会議（名城大）
	プログラム委員案作成

	
	・ポスター公募→内作に決定

	6月
	
	第１回実行委員会議案検討
・組織、役割分担の確認
・スケジュール
・予算案
・特別講演→講演依頼
・会場（下見）
・大会賛助・広告・ポスター公募有無→公募「無」
ポスター制作開始
	プログラム委員委嘱
シンポジウムテーマ案立案
→シンポジウム案(企画者)

招待講演案の作成
（各主査に依頼）
	
7号
	


年次大会開催案内１作成(～6/E)
・一般講演募集
・論文発表賞募集

	7月
	
10日
13日
24日
27日
	実行委員委嘱
第１回実行委員会(メール)

準備会議(名城大)
会場配置検討
	

第１回プログラム委員会
・シンポジウム講演者選定（決定）
・招待講演者選定（決定）
→講演者の内諾（〜8/M）
	
8号
	

大会案内２作成(～7/E)
・一般講演募集案内

◆学会ＨＰに掲載

	8月
	
	ポスター印刷(～8/E)
銀行口座管理
	一般講演募集開始 (8/3)
シンポジウム・招待講演依頼
→依頼状送付
	
9号
	大会案内３作成(～8/E)
・公開特別講演，シンポジウム
・一般講演募集案内

	9月
	
	特別講演会依頼状送付
ポスターの配布、掲示依頼
企業への賛助・広告依頼
	
概略コマ割案の作成

一般講演の募集締切(9/30)→10/7
	10号
	大会案内４作成(～9/E)
・公開特別講演(最終)
・シンポジウム全件
・招待講演全件
・講演時の注意事項

	10月
	19日
	予算概要（収支等）
論文発表採点方法等

	第２回プログラム委員会
・全プログラムコマ割付(最終)
・座長、採点者の決定→内諾
予稿（招待/一般）締切（10/15）→11/11
	11号
	大会案内５作成(～10/E)
・会場案内
・全招待講演


	11月
	2日


	第２回実行委員会(11/14)
・必要に応じて会場下見
	・座長・採点者依頼
・次第書・予稿集の作成

招待講演者に講演日時案内

	12号
	◆学会ＨＰに掲載
大会案内(最終版)作成(～11/E)
・全講演プログラム
・セッション・座長表

	12月
	4日
	第３回実行委員会(1/10)
・事前準備確認打ち合わせ
	座長・採点者に予稿送付
各種印刷
	
	◆学会ＨＰに掲載(最終版)

	H28年
1月
	8日
～11日
	大会直前の準備（適宜）
大会報告書担当決定・依頼
(実行委員長→事務局に連絡)
年次大会：1/9(日)～11日(月)
	

論文発表賞候補選定
	
	

	2月
	
	年次大会速報原稿(～2/20)
大会報告書原稿作成
論文発表賞候補者承認→通知
	
大会報告書原稿作成
	3号
	年次大会速報原稿(2/20)

	3月
	
	第４回実行委員会(集合orメール)
・年次大会報告書まとめ
・会計報告
報告書原稿集約(～3/E)
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Ⅱ．第36回年次大会開催報告 

現地実行委員長　吉田弘樹（岐阜大学）
プログラム委員長　川田善正（静岡大学）

1，はじめに
レーザー学会学術講演会　第36回年次大会開催が，名城大学と共催で，平成28年1月9日（土）－11日（月、成人の日）の3日間にわたって名城大学天白キャンパスにて開催された。総講演件数288件，登録参加者数513名の盛況であった　以下に概況を報告する．

2，講演会について
2．0　総　論
本年次大会では，公開特別講演3件を含む講演件数が290件（公開特別講演3件，招待講演59件，シンポジウム30件，一般講演198件）となり，3日間開催で実施された年次大会として従来と同様の規模で行うことができた．各講演会場では多くの聴衆が集まり，活発な議論が行われていた．

2．1公開特別講演会
大会二日目1月10日（日）午後3時から5時15分まで，三菱電機株式会社 安井公治氏による「新産業革命とレーザーイノベーション」、浜松ホトニクス株式会社 川嶋利幸氏による「パワーレーザーが挑む未来のエネルギー」および名古屋大学 天野 浩教授による「青色LEDとレーザーが拓く未来」の3件の公開特別講演が行われた．特に今回の年次大会の目玉の一つとして、2014年にノーベル賞を受賞された天野教授の講演は大きな注目を集め、多くの方が聴講された。ノーベル賞受賞までの経緯、受賞の契機となった実験の内容などをわかりやすく紹介するとともに、若い研究者に向けて研究をすることの素晴らしさを発信する講演がなされた。安井氏からは、新産業を創出するためのレーザーイノベーションの重要性が説明され、レーザー加工の現状と今後の期待が紹介された。川嶋氏からは、浜松ホトニクス様が進めれおられるレーザー核融合の現状と課題、今後の展開について紹介がなされた。いずれの講演も、レーザー技術が産業イノベーションを牽引する役割は大きく、今後の研究展開の期待が紹介された。

2，2　レーザー業績賞・奨励賞受賞記念講演
本年は部門セッション内においてレーザー業績賞・奨励賞受賞記念講演が実施された．業績賞は3件，奨励賞2件であった．
業績賞（論文賞（オリジナル部門））は「ファイバレーザーとMgドープLiTaO3分極反転素子を用いた高出力SHGグリーンレーザー」と題してパナソニック　森川顕洋氏より9日に第III会場で講演が行われた．業績賞（論文賞（解説部門））は「EUV露光光源の研究開発の現状」と題して宇都宮大学の東口武史氏より11日に第II会場で講演が行われた．業績賞（進歩賞）として，「キャリア・エンベロープ位相も測定できる超短光パルス評価法」と題して分子科学研究所の藤 貴夫氏より11日に第I会場で講演が行われた．奨励賞は2件あり、「ハイパワーレーザーを用いた高エネルギー密度物質研究とその展望」と題して大阪大学の尾崎典雅氏より9日に第III場で、「四ホウ酸リチウム周期双晶による疑似位相整合」と題して東北大学の前田健作氏より11日に第II場で、それぞれ講演が行われた．

2．3　シンポジウム
本年は以下に掲げる5つのシンポジウムが開催され，学会会員外からの参加もあり各会場で活発な議論が行われた
（1）シンポジウム1「超高強度レーザーとその学術応用」6件
（2）シンポジウム2「国土強靭化に資するレーザー技術」6件
（3）シンポジウム3「ものづくりの未来を拓くレーザークラッディングと三次元造形技術の開発動向と今後の展開」7件
（4）シンポジウム4「テラヘルツイメージング」6件
（5）シンポジウム5「光を用いた生体イメージング　-技術と応用」6件





2，4　優秀論文発表賞及び論文発表奨励賞
一般講演198件のうち，論文発表賞へのエントリーが78件あった．一昨年から従来の「優秀論文発表賞」に加えて「論文発表奨励賞」を新設し，若手会員に対する賞を多目にしたことが周知されエントリーも多くなったと思われる．優秀論文発表賞規程に基づき、8名の優秀発表論文賞、6名の論文発表奨励賞を選考した．受賞の機会がより増えたことで若手会員による一層の研究促進を期待している．

2，5　懇親会報告
1月10日(日)の公開特別講演会終了後に，愛知県名古屋市にある名古屋観光ホテルにおいて懇親会が開催された。参加者数は161名という予定人数を超える盛況ぶりであった。懇親会では，大会実行委員長からの歓迎挨拶，主催者を代表して加藤義章会長の開会挨拶，本大会を共催頂いた名城大学学長 吉久光一先生の挨拶，さらに公開特別講演者の名古屋大学 天野浩先生の挨拶の後，本大会プログラム委員長である静岡大学 川田善政先生の乾杯のご発声で開会となった。歓談中には，鵜飼家みるく様による落語，小田島旺来様による津軽三味線の演奏も加わり，楽しく賑やかに懇親を深めて頂けたのではないかと思われる。
最後は次回実行委員長の徳島大学 原口雅宣生から次年度のアナウンスの後，井澤靖和副会長の挨拶で閉会となった。
　　　　　　　　[image: ][image: ]
　　　　　　　　　　　　　懇親会風景1　　　　　　　懇親会風景2

2，5　併設展示会（LaserSolution2016）
　併設展示会「Laser Solution2016」は1月9日～1月11日の3日間、名城大学 天白キャンパス特設会場にて開催し、以下の11社（団体）11小間の出展があった。

（株）アートレイ			（株）オフィールジャパン
（株）オプトサイエンス		（株）オプトロニクス社
スペクトラ・フィジックス（株）	（株）東京インスツルメンツ
日本デバイス（株）			（株）日本レーザー
浜松ホトニクス（株）			   光産業創成大学院大学
プネウム（株）

· 例年どおりコーヒー無料サービスを実施し、実行委員をはじめ年次大会参加者には多数、展示ブースにお立ち寄り頂き出展社から好評を得ることができた。
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Ⅲ．各委員会からの報告
1. プログラム委員会
第36回年次大会プログラム委員会
委員長　　川田善正
副委員長　宮本昌浩
幹事　　　居波　渉

１．１　講演会概要
（１）講演件数等
今回の部門別講演件数を表１に，主な機関別の講演件数を表２に示す．カッコ内の数字は前年度実績を示す．

表１　講演部門別講演件数
	講演部門名
	特別講演・
シンポジウム
	招待講演数
	一般講演数
	優秀論文発表賞
応募数(内数)
[応募率 %]

	公開特別講演
	3 ( 3)
	
	
	

	シンポジウム講演
	31 (26)
	
	
	

	部門別講演
	
	
	
	

	A. レーザー物理・化学
	
	7 ( 6)
	9 (27)
	4[44]

	B. レーザー装置
	
	10 ( 7)
	44 (48)
	15[34]

	C. 高強度・高ｴﾈﾙｷﾞｰﾚｰｻﾞｰ応用
	
	8 ( 6)
	21 (26)
	7[33]

	D. レーザープロセシング
	
	6 ( 5)
	45 (47)
	21[47]

	E. レーザー計測
	
	5 ( 6)
	24 (25)
	10[40]

	F. 光機能材料・デバイス
	
	6 ( 5)
	11 (20)
	6[50]

	G. 光通信
	
	6 ( 5)
	11 (16)
	2[18]

	H. 光情報処理
	
	6 ( 5)
	11 ( 9)
	3[27]

	I. レーザー医学・生物学
	
	4 ( 5)
	20 (23)
	10[50]

	合　　　計
	34 (29)
	58 (50)
	196(241)
	78[39]

	講　演　総　数　： 288 (320)



　「超高強度レーザーとその学術応用」、「国土強靭化に資するレーザー技術」、「ものづくりの未来を拓くレーザークラッディングと三次元造形技術の開発動向と今後の展開」、「テラヘルツイメージング」、「光を用いた生体イメージング　-技術と応用レーザーディスプレイ」の５つのシンポジウムを開催し、これに招待講演、一般講演を加え、全講演件数は288件となった。今大会は、一昨年の年次大会と同様に日曜・祝日を併用した３日開催であった。特別会場を含め全8室の講演会場を用意し、3日間に渡り満遍なく埋められる規模となった。
招待講演は努めて新進気鋭の若手研究者に依頼した。また、その件数を例年程度の数に設定し、十分な数の一般講演が行えるよう配慮した。プログラム委員、広報担当実行委員のご協力を得て、一般投稿論文の募集を広く行った結果、申込期日までに例年とほぼ同数の196件の講演申し込みがあった。昨年は241件の一般講演申し込みがあったため、昨年に比べれば少し減少している。
発表機関別の講演件数では，大学の発表が208件，公的研究機関は60件，企業から30件，計288件であった。広く多くの研究機関かご講演戴いているものの、上位6大学のみで過半数を占め、前回の東京開催と比較すると公的研究期間や企業からの講演が減少している。開催地周辺の参加者が多い事を考慮しても、前回の東京大会に比べて、地方の研究所、企業からの申し込みが少なかったことが原因のようである。
部門別講演件数で見ると、「B. レーザー装置」、「D. レーザープロセシング」、「C. 高強度・高ｴﾈﾙｷﾞｰﾚｰｻﾞｰ応用」、「E. レーザー計測」、「I. レーザー医学・生物学」の発表件数が多い。これらの部門の発表は前回の東京大会でも多くの投稿件数があり、レーザー学会の中で中心的なテーマとなっている。とくにレーザー医学・生物学分野での講演が増えてきており、今後の講演件数および会員増加が期待できる。

表２　主な発表機関別の発表件数（登壇者所属機関；順不同）
	大学・工専
	(208)
	大阪市立大学
	1
	科学技術振興機構
	1

	大阪大学
	37
	千葉大学
	1
	高輝度光科学研究センター
	1

	京都大学
	20
	山梨大学
	1
	岡山県工業技術センター
	1

	近畿大学
	15
	大阪産業大学
	1
	国立高専機構
	1

	九州大学
	15
	豊橋技術科学大学
	1
	宇宙航空研究開発機構
	1

	慶應義塾大学
	14
	東京農工大学
	1
	自然科学研究機構
	   1

	名古屋大学
	11
	龍谷大学
	1
	物質材料研究機構
	1

	電気通信大学
	9
	筑波大学
	1
	核融合研
	1

	東海大学
	8
	山梨大学
	1
	科学技術振興機構
	1

	東北大学
	   7
	名城大学
	1
	高輝度光科学研究センター
	1

	東京大学
	     5
	久留米工業高等専門学校
	1
	岡山県工業技術センター
	1

	静岡大学
	5
	大阪府立大学
	1
	国立高専機構
	1

	東京工業大学
	5
	北海道大学
	1
	宇宙航空研究開発機構
	1

	立命館大学
	4
	兵庫県立大学
	1
	
	

	宇都宮大学
	4
	同志社大学
	1
	企業
	(20)

	広島大学
	3
	関西大学
	1
	三菱電機
	6

	日本大学
	3
	愛媛大学 
	1
	浜松ホトニクス
	3

	名古屋工業大学
	3
	仙台高等専門学校
	1
	NTT物性科学基礎研究所
	1

	愛知工業大学
	3
	東京医科歯科大学
	1
	東芝
	1

	徳島大学
	3
	
	　
	日本電信電話(NTT)
	1

	宮崎大学
	2
	公的研究機関
	(60)
	トルンプ
	1

	北海道大学
	2
	理化学研究所
	12
	IMS
	1

	島根大学
	2
	日本原子力研究開発機構
	9
	古河電気工業
	1

	防衛大学校
	2
	分子科学研究所
	7
	パナソニック
	   1

	埼玉大学
	2
	産業技術総合研究所
	5
	IHI
	   1

	和歌山大学
	2
	レーザー総合技術研究所
	3
	KDDI研究所
	   1

	東京理科大学
	2
	情報通信機構
	   3
	プレキシオン
	   1

	大阪産業大学
	     2
	高エネルギー加速器研究機構
	3
	電力中央研究所     
	   1

	浜松医科大学
	1
	石川県工業試験場
	1
	
	

	自治医科大学
	1
	奈良文化財研究所
	1
	
	

	福井工業大学
	1
	自然科学研究機構
	1
	
	

	横浜国立大学
	1
	物質材料研究機構
	1
	
	

	岡山大学
	1
	核融合研
	1
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（２）講演会場・使用機器
講演会場には、共通講義棟のN102-203の8室の教室、および特別講演会場としてN101を使用した。８の教室群は十分な収容人数があり、また隣接しているため講演会場としては理想的な配置である。廊下も広く、十分なスペースを確保することが可能であった。プログラム編成では、教室間の移動が容易であり、部屋の大きさも適当であったため、特に問題となる点はなかった。セッション構成を表３に示す。
各教室にはプロジェクター、スクリーン、PC、AV機器が備え付けられている。休日開催のため、機器のトラブルには大変神経を使ったが、これらは良好に保守されていたため大きなトラブルは無かった。Macでは表示できない部屋もあったため事前の確認が必要と考える。

（３）プログラム編成
プログラム編成に携わるプログラム委員の選出は、大会の成否を決める重要な判断であり、その責任はプログラム委員長にある。プログラム委員には、該当分野のみならず学術的に広い視野を持ち、また、招待講演や審査にあたり公平に判断できる方を選出することを心がけた。加えて、先端研究投稿の呼びかけには、特定の研究グループや特定の学会組織にとらわれず、「学術的に」研究グループの核となる方を選任した。このような観点から、熟年研究者よりも現場の研究を主務とする中堅、若手の研究者が適任として選出した。
第１回プログラム委員会では、シンポジウム企画、招待講演者の選定作業を行った。シンポジウムは「目的、方向性が明確であるか」「テーマ名は参加者に対して魅力的であり、会員、非会員を問わず大会参加への動機となるか」に重点を置いた。一方、招待講演者の選定に際しては新しく魅力的な研究を紹介するために「新進気鋭の若手研究者に依頼する」「プログラム委員、およびその関係グループを原則除外する」「周知の研究を割愛する」ことを念頭に選定作業を行った。
第２回プログラム委員会では、シンポジウム、招待講演、一般講演を併せたプログラム編成、セッション構成、コマ割付、座長、優秀論文発表賞審査員の選定作業を行った。11セッション並列、すし詰めのコマ割付が必要であった。このため、予め各講演分野の講演件数、予想される参加者数、分野間の聴衆の競合を十分考慮してセッションの外枠を設定し、プログラム委員会ではこの枠に沿ってセッションを構成して戴くようお願いした。

（４）座長
特別講演の座長は実行委員長が勤めた。シンポジウムを含む各セッションの座長は可能な限りプログラム委員が勤め、不足分は前後のセッションの講演者から選定するように配慮した。このため、プログラム委員会中に半数以上の内諾が終了でき、また、座長と講演者の時間的な重複を論理的に避けることができた。

１．２　論文発表賞選考
レーザー学会論文発表賞選考規程に基づき、年次大会において一般論文を発表した若手会員の中から、レーザー科学の発展に貢献しうる優秀な一般講演に対し「優秀論文賞」を、将来性のある一般講演に対し「論文発表奨励賞」に該当する候補者をそれぞれ選出した。
（１）評価方法
講演毎に２名の評価者を配し、別紙１「論文発表評価票」を用いて、①発表内容の評価、および②発表方法の評価を行った。なお、本評価票は第１回プログラム委員会において、その様式を検討し改定をおこなった。
主な変更点を以下に記す。
1 	評価基準の明示
評価の基準を年次大会全体の講演の平均値に照らしてどの程度であるか評価基準を評価票に明示した。
2 	推薦意思の確認
評価員が該当講演を①特に優れた研究発表と認め、同時に②本研究への発表者の貢献は著しく、論文発表賞候補として強く推薦する旨の意思確認欄を設けた。

3 	利害関係の確認
評価者が評価を受ける者、あるいはその連名者と利害関係に無い事を確認・署名する欄を設けた。

（２）実施状況
今回の優秀論文発表賞、および論文発表奨励賞には過去最高の78件の応募申込があった。表彰規定に基づき、講演部門で評点の高い順に候補者を選出した。また、評点が等しい場合には評価者から推薦のある講演を上位として選出した。 規程に基づきA-Iの講演部門ごとに各１名を原則として選考を行ない、以下の点について配慮した。 (1) D部門は他の部門の２倍を超えているため、優秀論文発表賞２名を選出した。 (2) G部門高得点者が1名であるため優秀論文発表賞のみの選出とした。 (3) H部門は50点を超える高得点者がなく、推薦もないため該当なしとした。 (4) I部門では、論文発表奨励賞の候補者が２名いたが、その内の１名は昨年同賞を受賞しているため除外した。

１．３　次年度申し送り事項
企画やプログラム委員の選定、評価票の改定などの懸案事項はおよそ解決した。しかし、幾つかの点は検討すべき事項として残っている。以下、再検討が強く望まれる事項について再度記す。

1 参加費の検討
招待講演者などの参加費、懇親会参加費などの規定が明確でない部分があり、懇親会の招待者が非常に多い印象がある。参加費などの経費を検討することが必要と考える。

2 文書管理
より効率的なプログラム編成などの方法を検討することがあってもよい。よくシステム化されていると考えるが、文書などを事務局において一元管理できる文書管理システムが導入されても良いと考える。

　

添付書類：
別紙１　セッション構成（1ページ）


Ⅲ．各委員会からの報告　1. プログラム委員会

2. 現地実行委員会
2.1 総務係
西澤 典彦（主査），長谷川 和男（副査），竹家 啓，山中 真仁

内容：
（１） 実行委員会の開催
（２） 参加費について
（３） 作業内容
（４） 申送り事項

（１） 実行委員会の開催
下記のように計 4 回の実行委員会を開催した．

第 1 回実行委員会
日 時：2015 年 7 月 27 日
場 所：名城大学天白キャンパス理工学部第一会議室（11号館105室）
議 事：
1. 実行委員会とプログラム委員会の組織
2. 実行組織の役割分担と作業
3. 全体組織とマスタースケジュール
(1) 第36回年次大会の概要案
(2) 全体スケジュール案
(3) 年次大会予算案
(4) 支給基準案
4. 講演会場、懇親会場について
(1) 講演会場（一般、公開特別）
(2) 懇親会場
5. 公開特別講演会・シンポジウムについて
(1) 公開特別講演会
(2) シンポジウム
6. 賛助、助成について
(1) 賛助、助成と広告実績
(2) 賛助の依頼（案）
(3) 賛助、広告依頼先推薦書（案）
7. ポスター作成
(1) 参考
8. 今後の各係作業計画
その他　会場下見


第 2 回実行委員会
日 時：2015年11月2日
場 所：名城大学天白キャンパス理工学部電気電子工学科ゼミ室（2号館101室）
議 事：
1. １．第1回実行員会議事録の承認
2. プログラム委員会報告
3. 公開特別講演会の講演時間
4. 各掛かり準備作業状況と今後の実行計画
（1） 総務係
（2） 会計係
（3） 受付係
（4） 懇親会係
（5） 会場係
（6） アルバイト係
（7） 広報係
（8） 併設展示会
（9） 事務局
5. 年次大会時の別会合開催について
6. 次回実行委員会と大会直前準備会議について


第 3 回実行委員会
日 時：2015 年 12 月4日
場 所：名城大学天白キャンパス　タワー75　15階レセプションホール
議 事：
1. 会計報告
2. アルバイトおよび現地実行委員のシフトについて
3. 懇親会について
4. ランチマップ
5. 現地実行委員およびアルバイトの保険契約
6. USB予稿集
7. 事務局からの報告
8. 大会直前準備会議の日程




第 4 回実行委員会（前日準備会議）
日 時：2016年 1 月 8 日
場 所：名城大学天白キャンパス　共通講義棟北N102室
議 事：実行委員各係から前日の準備状況について報告













（２） 参加費について
・参加費は、下記の価格に設定した。
	一般会員
	8,000 円

	非会員
	10,000 円

	学生
	3,000 円

	予稿集単品
	 4,000 円

	予稿集媒体
	USB 


・予算状況を勘案して招待講演者（非会員）は参加費無料、一方招待講演者（会員）においては参加費を支払っていただくことになった。


（３） 作業内容
【事前準備】
・ 予稿集（USB）の準備
昨年度と同様にアプライド株式会社に６５０個を発注．本会議では、読み込みができないUSB予稿集が8個あったが、その場での交換で対応できた。会議後にアプライド株式会社から不具合分と同数のUSB予稿集を事務局に送付して頂いた。

USB予稿集に要する各ファイルについては以下のように入手した。
①トップ画像およびロゴ画像（事務局から入手）
②会場日程表＆座長表（プログラム委員会後に決定、事務局から入手）
③地図（事務局から入手）
④プログラム目次（事務局から入手）
⑤プログラム予稿集（事務局から入手）
⑥大会概要、御案内、組織図（事務局から入手）
⑦広告および企業リンク先（事務局から入手）

作業は以下のように進めた。
2015/11/17：事務局から「講演番号」を記載した③プログラム目次を受け取る。
2015/11/17〜：③プログラム目次を参考に、⑤プログラム予稿集（約290件）に講演番号を入力する作業を開始（※初期の予稿は、投稿番号順に並べられている）。ここでは、Adobeアクロバットを用いて編集した（5件程度、編集不可の予稿があり、著者に番号をつけた状態のPDFまたはWORDファイルを送信して頂いた）。
2015/11/17：アプライド社に連絡を取り、USB数量（650個）と編集作業について打ち合わせ。その後、見積もりを取得（添付書類参照）。
2015/11/20：USBの発注を行う。納期は最短で約1ヶ月程度（納期：2015/12/26）
2015/12/4：上記①〜⑦のファイルを事務局から受け取り、順次、アプライド社に送る。
2015/12/17：USB予稿集修正依頼期限。修正箇所をまとめて依頼。
2015/12/26：納品（※請求書は、会計係に転送し、支払いを行う）。
2016/1/9, 10, 11:会議期間





· 参加者用の当日3日間の学生食堂、売店の手配
学会開催期間が休日中ということで、当日に大学周辺で営業している食堂が少ないことから参加者の昼食の確保が課題となっていた。参加者用の弁当を手配することも検討したが、大学の食堂を、メニューならびに営業時間を限定した形で営業いただくことにした。

・本部機材（Wifi,PC、プリンタ、スキャナ、電話）手配
Wifi,PC、プリンタ、スキャナについては本部として使用した名城大学の備品を使わせていただいた。また、本部への連絡先の電話も同控室ものを使用した。

・会場外大会案内立て看板
前日から当日午前にかけて、名城大学天白キャンパス構内において学会ポスターを手分けして掲示した。掲示場所については、現地実行委員である名城大学の先生方と確認した。

・ お弁当の手配
実行委員、事務局、アルバイト学生、および別会合（理事会、委員会、支部等）分を手配した。その際、実行委員分と別会合分とが重複していないかを確認した。
当日の受け取り時間は、11:45とした(12時以降に昼食がとれない方の分は11:30)。

· 会場周辺のランチマップの作成
　　　　会場である大学周辺で昼食をとることのできる食堂が少ないことから参加者の昼食の確保が課題となっていた。会場係りの方に学生食堂と交渉頂き、学生食堂を営業してもらえるようにした。
　　　　学生食堂と売店の地図と、近郊のランチマップをA4一枚で作成した。マップは、会場係りの方から提供頂いた資料とインターネットの情報に基づいて作成。店名、営業日時に関する情報を地図上に番号付きで記した。PDFファイルを事前に提出して、事務局で600部を印刷して頂き、大会期間中受付で配布した。

・ 実行委員、アルバイト学生の名札の作成
　　名札ケースは、事務局所有のものを用いた。名札のみを作成した。

・ 保険の手配
別紙6をご参照ください。


【前日・当日作業】
· 本部の設営
· 本部のお茶、お菓子の手配
・ 業者からのお弁当の受け取り
・ クローク設営と当日作業
・ クローク担当のアルバイト学生の指導・補助
・ 忘れ物、落し物の保管、連絡板への掲示（ホワイトボートの設置）
・　Wifi環境の確認、参加者への掲示
・ 写真撮影
・ ゴミ処理


（４） 申送り事項
・ 懇親会での演目について、楽曲などの演奏は問題ないと思われるが、落語等の演目については、参加者が動き回る会場では一部参加者が目の前で立って聞くという形式になるので、会場によっては場にそぐわないのではないだろうか。
· 大学の門入口から会場までが遠いので、受付に誘導するためのポスター、立て看板等を急遽設置した。大学から許可を受けていないところに無断でポスターを貼ったり、看板を立てたりすることが出来ないので、あらかじめ、許可を取っておく必要がある。撤収も忘れがちなので要注意。
· USB予稿集の納期は1ヶ月ほど必要であるため, 広告等の必要なデータの作成依頼は納品希望期日の2ヶ月前程度には行っておいたほうが良い。


添付書類：
別紙２実行委員会議事録
別紙３実行委員会議事録
別紙４実行委員会議事録
別紙５実行委員会議事録
別紙６保険証書コピー





Ⅲ．各委員会からの報告　2. 現地実行委員会 2.1 総務係

2.2 広報係
藤田和久（主査）、小野篤史、川嶋利幸

内容
1. 学会の開催情報の広報
1. ポスタ作成

（１）学会の開催情報の広報
下記のように各社へ開催情報の掲載の依頼を行った。

１．日本光学会
川田先生を介して周知依頼をしていただきました．協賛依頼があると実施しやすいとのことで事務局と相談しながら合わせて対応しました．

２．LFWJのメルマガ配信
株式会社イーエクスプレスの加藤様により，本講演会案内を紹介いただきました． 

３．オプトロニクス社

４．天野先生らの特別講演会について，近隣高校生への広報
会場の名城大広報担当部署と相談し，受験生獲得営業先である高校へのポスター配布について協議，10校程度のリストを入手し，ポスター配布先に追加（名城大様からの郵送には名城大様に費用が発生するため，リストのみを入手）．

５．特別講演会のサテライト会場検討提案
　来場者が多数の場合，他教室に映像を配信するサテライトについて検討を提案しました．最終的には，ノーベル賞受賞者の講演が多数続いている現状から，それほど多くの来場者はないであろうとの見込みから実施しないことになり，実際ちょうどよい集客でした．広報としてはポスター掲載内容に関わる内容でしたので提案となりました．

（２）ポスター作成
１．ポスター作成は関係する係や事務局と調整しながら主査が作成．
（作業日程）
2015 年 7 月上旬　　前年度ポスター電子ファイル入手し，作成開始
9月上旬　ポスター原稿完成．印刷は事務局紹介の株式会社中川印刷所tel 06-6453-1141, mail:nkgw@abelia.ocn.ne.jp, 担当；中川敏之様．　
９月中旬　主要なポスター配布終了
２．ポスターに使用する会場の写真は，名城大広報様に相談し，ファイルを無償提供いただきました．同大ロゴマークの使用も手続きを踏んで無償利用させていただきました．

３．関連して，発表予稿集として用いるUSBメモリの製作の手配において、表紙のバックに，例年ポスターと同じ写真を用いており，今回もその使用を実施することとなり，以下の内容で無償使用の許諾を得ています．
ファイル名：IMG_5619.JPG（ポスター使用背景）
目的：講演会の発表予稿集USBへの収録
内容：予稿集電子ファイルの表紙の背景に使用
配布範囲：学会参加申込者
使用時期：配布は学会期間中のみ。


Ⅲ．各委員会からの報告　2. 現地実行委員会 2.3 会計係

2.3 会計係
小野晋吾（主査）、早川伸哉（副査）、楠本利行（委員）宮本昌浩（（兼）委員）
協力：坪井昭彦（副委員長）、牧野理恵（事務局）
１．概要
　今回の第36回年次大会は、第28回大会以来8年ぶりの名古屋開催であった。賛助金・広告収入は前回の第35回年次大会には到達しなかったが、各委員のご尽力により、ほぼ例年並みの収入を確保できた。一方で、一般参加者数が伸び悩んだことから厳しい収支となった。ただし、当初予定していなかった名城大学からの補助（懇親会費）、大幸財団からの補助に加え、当初予定していたよりも会場費を節約することができたため、最終的に18,993円（暫定）の黒字となった。

２．主な作業内容
　(1) 大会前々日まで（～1/7）
　　・前回大会で開設した三菱東京UFJ銀行口座の通帳とキャッシュカードの受け取り
　　・賛助金入金確認（事務局への申し込み状況との照合）
・謝礼、交通費、アルバイト代の支払い金額の把握（事務局、アルバイト係と連携）
　　・上記用封筒、領収書受け取り（事務局より送付）。
　・釣銭、事前立替費用、謝礼金、アルバイト代の準備
　　・入金用金融機関の現地確認　
・各種支払い手続き（必要に応じて随時）
　　・特別講演謝礼金・アルバイト代支払の手続き確認（マイナンバー制施行により）
　(2) 大会前日（1/8）
　　・会場内の現金取り扱い場所確認（受付付近）
　　・受付係との連携確認
　　・封筒・領収書の宛名書き
　　・事前立替金の清算
　(3) 大会期間中（1/9-11）
　　・現金の袋詰め、管理
　　・受付担当（アルバイト）支援（両替、1万円回収）
　　・謝礼受け渡し、領収書回収
　　・アルバイト代支給および領収書回収
　　・各種支払の対応
　　・立替精算
　　・入出金額の確認（受付記録との照合）
　(4) 大会終了後（1/12～）
　　・会計報告の作成
・現金照合および残金を口座へ振込
　　・各種支払い手続き
　　・広告費等入金確認
　　・通帳、キャッシュカードの返却

３．収支について
　「１．概要」に記載の通りである。表１に「レーザー学会学術講演会第36回年次大会収支決算書」、表２に「年次大会賛助金一覧」、表３に「年次大会広告掲載費」を示す（賛助金と広告掲載費は全て入金を確認した）。

４．反省事項及び次年度への申し送り事項
(1) 銀行口座開設について
　前回大会から口座を引き継いだため、各種手続きをスムーズに開始することができた。



(2) 現金、通帳、キャッシュカードの取り扱いについて
　・会計係が管理した。
・入金は大会初日は2回、2日目以降は受付終了後に1回とした。入金時は会計係2名で移動した。事前に会場から金融機関ATMまでのルートを確認しておくこと（参考資料1）。
・大会直前および期間中のつり銭は主査が保管した。前回大会からの引き継ぎにもある通り、大会期間中の現金の管理方法は例年の課題である。現状は会計担当が個人的に管理することが主流であるが、負担となっている。会場（もしくは学会負担で近場のホテル）に金庫ないしはクロークを確保する、頑丈な金庫をレンタルする（手提げ金庫ではなく、容易に持ち出しできないようなもの）、などの対応も要検討である。

(3) つり銭の準備について
　・大会前日までに準備をした。
　・千円札は前回大会と同様に50枚用意した。初日午前に不足したため、150枚追加した。

(4) 大会中の受付係との現金授受、照合について
　・受付の背後に会計係作業場所を設置した。
　・受付係の作成したマニュアルに従い、作業のすり合わせを行った。
　・初日は来場者が多く、受付が保管する1万円札が多くなったため14時に一度回収した。
・受付レーンごとに現金を管理したため、例年問題となる受付人数と現金の照合でも比較的問題が少なかった。唯一、受け付け締め切り間際の懇親会費の払い戻し請求が複数あったため、現金照合に手間取った。次年度以降は、懇親会費の払い戻しに応じないなど、事前の検討が必要である。

(5) 会計担当の当番について
　・原則として最低2名は会計係作業場所に詰めるようにした。
・会計担当が実質5名いたため、銀行口座への入金時も最低2名会計係作業場所に詰めることができた。

(6)　アルバイト代支給について
　・アルバイト代は、経費削減のため30分区切りでの給与支払いとしていたため、小銭を大量に用意する必要があり、両替や袋詰めの負担が大きかった。
	（アルバイト代支払いだけで五千円札74枚、千円札86枚、五百円玉21枚、百円玉306枚、五十円玉21枚を用意した。）
　・支払いが一日毎であったため、10日と11日のアルバイト代を会計が管理しておく必要があった。
　・アルバイト人数は例年20～30名程度であるので、銀行振り込みも現実的。大会開催後の振り込み（当月中など）とすれば、急遽来られなくなったアルバイトへの対応も可能。
　・平成28年1月よりマイナンバー制が施行されたが、一日のアルバイト代の上限を9300円/日以下とすることで制度へ該当しないようにした（参考資料2）。

(7) 特別講演謝礼について
　・特別講演者は会場でのコンタクトのチャンスが少ないので、受付係と連携して受付時に確実に謝礼を渡すことが必要。
　・平成28年1月よりマイナンバー制が施行されたが、謝金の上限を50,000円以下とすることで制度へ該当しないようにした（参考資料2）。

(8) 懇親会会場への支払いについて
　・支払方法については打ち合わせ段階で確認し、銀行振り込み対応が可能であるように調整することが望ましい。今回は、経費の一部を名城大学の補助金でしはらうため、8万円だけ現金支払いとした。



(9) その他
　・口座は年度末まで会計が管理し、入金チェックと支払手続きを行う。
　・会計の業務は主として大会直前の現金管理から大会後の収支決算までであるが、事前準備も漏らさず進める必要がある。今回は前回大会のアクションリストを利用して対応した（表４）。

以上

添付書類：
別紙7　表1　レーザー学会学術講演会第36回年次大会収支決算書
別紙8　表2　年次大会賛助金一覧
別紙９   表3　年次大会広告掲載費
別紙１０　支払伝票
表4
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備考
・講演謝礼は必ず最初の受付来訪時に対応すること。これ以降は関係者との談話などが続きお声掛けが難しい。
・受付集計と現金額は、受け渡し作業ミスなどにより差異が出る場合もある。差異がある場合については受付と連携して再確認するが、どうしても差異がある場合の対応については、牧野さんに相談する。
・大会終了後は、すべての入出金処理（賛助金/広告料等の入金、立替金の清算、請求への対応）が終了するまでカードを保管し、入出金処理と会計報告の作成および承認が完了した段階でカードを牧野さんに返却する。
・年次大会実行委員会に欠席した場合、資料が配布されないため、事務局に直接問い合わせる以外、議事内容を知る手段がなかった。第一回実行委員会で欠席者への資料配布を依頼する必要がある。
以上


参考資料1
ATMの情報
レーザー学会第36回年次大会会場(名城大学)付近のATM状況
[1] 条件
取扱い銀行：三菱東京UFJ銀行
学会開催日時：2016年1月9日(土)、1月10日(日)、1月11日(月・祝)
⇒ 土・日・祝日の預け入れができるかどうか
[2] 近傍(徒歩圏内)のATM関連
[image: 名城大学近傍]
①三菱東京UFJ銀行ATM	②名城大学内郵便局ATM	③イオン銀行ATM
④名古屋銀行 塩釜口支店	⑤ローソンATM		⑥セブンイレブンATM
⑦サークルK ATM
[3] 徒歩or電車移動圏内(宿泊施設近傍？)の三菱東京UFJ銀行支店ATM
[image: 名城大学徒歩or電車移動圏内]
⑧　八事支店：〒468-0061 愛知県名古屋市天白区八事天道318
地下鉄鶴舞線八事駅(塩釜口駅より1駅)より2分(130m)
もしくは大学より歩いて15分(1.3km)
⑨　植田支店：〒468-0051愛知県名古屋市天白区植田3−1101
　　地下鉄鶴舞線八事駅(塩釜口駅より赤池方面へ1駅)より1分(99m)
	もしくは大学より歩いて20分(1.5km)
[4] 早川先生よりご提案いただいた三菱東京UFJ銀行ATM
[image: 追加ATM場所]
⑩　八事病院 ATMコーナー：大学より歩いて約8分(550m)
⑪　サークルＫ植田南一丁目店 ATMコーナー：大学より歩いて約10分(1.0km)


[5] 各ATM等の営業時間および手数料
	番号
	営業時間及び手数料

	
	土
	日・祝

	
	営業時間
	手数料
	営業時間
	手数料

	①
	9:00~21:00
	0円
	×
	

	②
	9:00~17:00
	9:00~14:00：108円
14:00～：216円
	9:00~17:00
	216円

	③
	×
	
	×
	

	④
	×
	
	×
	

	⑤
	終日
	216円
	終日
	216円

	⑥
	終日
	216円
	終日
	216円

	⑦
	×
	
	×
	

	⑧
	4:00~21:00
	8:45～21:00：  0円
その他の時間帯：108円
	10日：7:00~24:00
11日：4:00~24:00
	8:45～21:00：  0円
その他の時間帯：108円

	⑨
	7:00~21:00
	8:45～21:00：  0円
その他の時間帯：108円
	7:00~24:00
	8:45～21:00：  0円
その他の時間帯：108円

	⑩
	8:00~18:30
	0円
	8:00~18:30
	0円

	⑪
	7:00~21:00
	8:45～21:00：  0円
その他の時間帯：108円
	7:00~24:00
	8:45～21:00：  0円
その他の時間帯：108円



[6] 上述を踏まえての各日の預かり入れ案
1月9日(土)
⇒ ①名城大学内三菱東京UFJ銀行を利用して預け入れ
1月10日(日)及び1月11日(月・祝)
⇒ ⑩八事病院内ATMコーナーもしくは⑪サークルＫ植田南一丁目店 ATMコーナーのどちらかより預け入れ
[7] 確認事項
⑩八事病院内ATMコーナーは、病院内のATMのため、外部の人間が利用できるかどうか不明
⇒第36回レーザー学会年次大会第２回実行委員会前に確認しておく

以上



2.4 受付係
古橋秀夫（主査）、津田紀生、内田敬久、五島敬史郎

1. 概要
　受付係の担当は、受付会場の配置、名簿・物品準備、受付設営、大会期間中の受付、参加費の撤収などであり、受付業務は、参加費徴収、予稿集販売、関係資料配布、懇親会参加費徴収，参加者集計である。それらの準備作業、実施状況、および今後の参考として申し送り事項について以下に述べる。

2. 受付実績
	
	1 月 9 日
	1 月 10 日
	1月11日
	合計

	総数
	326
	130
	57
	513



3. 業務内容
(1) 事前作業
・受付名簿の作成
・受付レイアウトの作成
・受付の表示の作成
・受付用紙の作成
・アルバイトの手配（アルバイト係に依頼：1日目9名，2日目9名, 3日目9名）
・受付物品の準備（ボールペン、蛍光ペン、ポストイット、セロテープ、ホッチキスなど）
・受付アルバイトマニュアルの作成
・現金受け渡しマニュアルの作成

(2)前日作業
 ・資料の確認と確保

(3)初日午前中作業
  ・受付窓口の設営（会場係と共同作業）
  ・案内表示用紙等を適切な位置に表示
 ・参加者へ渡す資料（次第書、USB 予稿集等）の準備
・受付事務作業キットの準備
・アルバイトへの説明
・会計係と徴収金の取り扱い方法の確認 

(4) 当日作業
・講演会受付業務の実施
・公開特別講演受付業務の実施
・懇親会受付業務の実施
・各種問い合わせへの対応



4. 実施状況
(1) 事前作業 
・受付名簿作成
招待講演者、シンポジウム講演者、公開特別講演者、受賞記念講演者、名誉会員、座長、採点者、学会賛助会員、年次大会賛助企業などの名簿をレーザー学会事務局よりもらい、名簿を作成し印刷した。なお名簿は50音別の名簿とし、参加区分を合わせて記載した。

・受付表示の作成
作成した受付表示は次の通り。「一般参加者受付」「特別参加者受付（招待講演者、実行委員、プログラム委員、座長・採点）」「学会関係者受付（組織委員＜理事、監事＞、名誉会員、年次大会・大会賛助会社）」「入会案内」「予稿集販売」「懇親会受付」「特別講演会受付」「記帳台」

・受付用紙の作成
学会受付用の用紙を作成した。受付用紙は事前に学会HP上でダウンロードすることができるように早めに作成した。

・受付物品の準備
ボールペン、蛍光ペン、ポストイット、セロテー プ、ホッチキス、付箋紙
・受付アルバイトマニュアルの作成
各受付に関して大まかな作業手順を記載したマニュアルを作成した。

・アルバイトの手配
1日目9名，2日目9名, 3日目9名をアルバイト係に依頼

(2) 前日準備作業 
以下の資料の確認と確保を行った。
・大会参加章兼領収書（事務局）
・懇親会参加章兼領収書（事務局）
・講演予稿集兼領収書（事務局）
・大会予稿集(USB)（事務局）
・大会次第書（事務局）
・特別講演会予稿集（事務局）
・一般受付用紙（事務局）
・各種名簿
　特別参加者名簿
　　　　（招待講演者、実行委委員、プログラム委員、座長・採点者、
　　　　　前期・次期実行委員長）　
学会関係者名簿
（組織委員＜理事、監事＞、名誉会員、年次大会・学会賛助会社）
・懇親会参加者名簿（記名用紙：懇親会係）
・特別講演会一般参加者名簿（記名用紙）
・花リボン（事務局）
大赤　特別講演講師(事務局　２個＋予備１個)
大白　会長、実行委員長(事務局　2個+予備1個) 



・座長・採点資料（封筒に挿入）（事務局）
論文発表採点用紙
講演者略歴表
座長名札（評価者不要）
・掲示・ＰＲ資料
年次大会ポスター(10部) （事務局）
セッション・座長表（A3　4枚）（事務局）
会場平面図(A3 10枚、A4 10枚)（事務局）
会誌見本(42.1～42.12各1冊　購入申込書含む)（事務局）
    筆記具（ボールペン、セロハンテープ、ハサミ、カッター、糊）
・その他（事務局）
A4版封筒
カウンター（２個）
ナンバリング(2台)
招待ゴム印(1個)
お金ケース（7個）
現金受け渡し確認シート

(3)初日午前中作業
9時半に集合し、準備作業を行った。
・受付会場の設営
受付は特別受付（２ヶ所）、一般受付（４ヶ所）、関係者受付（１ヶ所）、入会受付（１ヶ所）、予稿集追加販売（１ヶ所）、懇親会受付（1ヶ所）を設けて運営した。案内表示用紙等を適切な位置に表示した。
・参加者へ配布する資料の準備
次第書、USB予稿集、領収証、その他の付帯配布物の確認。アルバイタの作業効率を上げるために、受付窓口ごとに小分けした。
・アルバイタへの作業説明
事前に準備したアルバイトのマニュアルを説明した。
・会計係と徴収金の取り扱い方法の確認
事前に準備した会計係との受け渡しマニュアルに基づき、学会参加料徴収後のお金の取り扱い方法、会計係への受け渡しタイミング等についての説明を行った。会計係からつり銭を受け取り、集金用BOX内に保管した。

(4) 当日作業
　初日は午後より講演会がスタートしたが、１１時より受付業務を６名のアルバイトで開始する予定を立てた。しかし、準備作業に手間取り受付スタートは１１時を少し超えた。数名の方が１１時に既に
受付に来られたが、しばらく待ってもらい特に混乱はなかった。受付の混雑が予想された１２時以降は９名体制で受付業務を行った。

　クローク受付は総務係、入会者受付は事務局が対応した。受付用紙記入机は長机4つを設置した。参加者には受付用紙に必要事項を記入してもらった後、受付に来るよう依頼した。受付用紙は学会 Webページから事前にダウンロードできるようにしたが、事前に記入してきた人は少数であった。初日混雑時の一般受付には10名ほどの列ができることがあったが大きな混乱は生じなかった。混雑が緩和する13時以降はアルバイト人数を減らし、各受付に最低１名はアルバイト学生がいるようにした。2日目以降も最低１名が各デスクにいるようにアルバイトを配置し、休憩、食事は交代で取った。現地実行委員受付係４名は、最低１名が全体の監督としているようにした。


　特別講演会受付はアルバイト２名が担当し、資料の配布及び、講演会の聴講のみの一般の方への名簿記載依頼業務を行った。

　懇親会受付は、ホテル入り口でも設置し、アルバイト学生１名と現地実行委員受付係１名が現地受付を行った。

　1 日毎に参加者数を集計し組織委員長に報告した。

　現金の集計については「現金受渡確認シート」を使用し、受付係との間で相互に確認した。シートは「一般」、「特別、関係者」、「予稿集」、「懇親会」で分けてあり、各分類に、それぞれ「釣銭渡し」、「１万円札回収」、「領収」、「最終回収」のシートがある。一定金額が受付に集まった時点で「１万円札回収シート」を用いて会計係のスタッフに入金した。各日の受付開始時と、釣銭不足時は「釣銭渡しシート」を用いて会計係スタッフより釣銭を受け取った。各日の受付終了時は「最終回収シート」を用いて全金額を会計係スタッフに入金し、「領収」シートと照らし合わせて受付数と入金額に関する最終確認を行った。一般受付については受付表により、特別・関係者受付については名簿により、予稿集販売は領収書により、会計受付は名簿により受付数を確認した。会計処理はスムースに行うことができた。

5. 申し送り事項
・座長、採点者が一般受付をすることが多く、採点表等の資料が渡せないケースが多く発生した。会場係等と連携し、各部屋で座長等が採点表を持っているかどうかの確認が必要と思われる。
・懇親会にお出でになった学長用のリボンが準備されていなかった。講演会参加者以外の特別な来賓がいらっしゃる可能性がある場合は注意が必要である。

6. 受付レイアウト

[image: ]
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受付
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記帳台


7.　人員配置


	
	

	一般受付
	委員１名
アルバイト３名（２日目以降は２名）

	特別受付
	委員１名
アルバイト２名

	学会関係者
入会受付
	事務局
アルバイト１名

	予稿集販売
懇親会受付
	委員１名
アルバイト２名（１１日は予稿集販売のみで１名）

	懇親会場
	委員１名と懇親会受付アルバイト１名が、懇親会開始１時間ぐらい前に懇親会場に移動

	公開特別講演
	アルバイト１名(14:00～17:30　一般受付からまわる)






8. 受付手順書
1. 一般参加者受付（懇親会受付）―（会員、非会員、学生会員）
・受付用紙を確認する。未記入の場合は、記帳台での記入をお願いする。
・受付用紙により、一般参加者であることを確認する。間違って来た方には適切なテーブルを紹介する。
　　　・受付用紙を確認し、参加費（正会員8,000円、非会員10,000円、学生会員3,000円）、懇親会費（一般6,000円、学生3,000円）を頂く。受付用紙は、参加費の種別ごとに分けて管理する。
　　　・参加章ならびに大会次第書、予稿集を渡す。懇親会参加者には懇親会参加章を渡す。参加費、懇親会費の領収書は参加章についているので、その旨伝える。
　　　・追加予稿集を希望する場合は、予稿集販売受付を案内する。

1. 特別参加者受付（招待講演者、実行委委員、プログラム委員、座長・採点者、
　　　　　　　　　　　　前期・次期実行委員長）
・名前を伺い、特別参加者名簿に〇を記録する。
・参加費免除の場合は、参加章の領収書欄に斜線を入れて、大会次第書、予稿集と
ともに渡す。
・参加費免除でない場合は、参加費8,000円を頂き、参加章、大会次第書、予稿集
を渡す。参加費の領収書は参加章についているので、その旨伝える。名簿の参加
費欄に○を記録する。
・懇親会費免除の場合は、懇親会参加章を渡す。この時、領収書欄には斜線を入れる。
・懇親会費免除でない場合は、懇親会参加を薦める。参加する場合は、参加費6,000円（ただし、非会員の招待講演者は3000円。名簿で確認すること。）を頂き、懇親会参加章を渡す。懇親会費の領収書は参加章についているので、その旨伝える。名簿の懇親会費欄に○（非会員の招待講演者3000円）を記録する。
・座長・採点者には資料の入った本人の封筒を渡す。
・公開特別講演者の場合は旅費と謝礼を支給するので、その旨本人と会計係に知らせる。（会計係が本人に手渡す。）
・追加予稿集を希望する場合は、予稿集販売受付を案内する。
・お金は学会関係者受付とまとめて管理する。

1. 学会関係者受付（事務局と連携）
・学会関係者（組織委員＜理事、監事＞、名誉会員、年次大会・学会賛助会社）の
受付を行う。名簿に〇を記録する。
・参加章引換券を持っている場合は、参加章、大会次第書、予稿集を渡す。この時、
領収書欄には斜線を入れる。引換券を忘れた方には、名簿で確認し、その旨記入。
・参加章引換券を持っていない場合は、参加費8,000円を頂き、参加章、大会次第書、
予稿集を渡す。名簿の参加費欄に○を記録する。
・懇親会招待券を持っている場合は、懇親会参加章を渡す。この時、領収書欄には斜
線を入れる。招待券を忘れた方には、名簿で確認し、その旨記入。
・懇親会招待券を持っていない場合は、懇親会参加を薦める。参加する場合は、参加
費6,000円を頂き、懇親会参加章を渡す。名簿の懇親会費欄に○を記録する。
・お金は特別参加者受付とまとめて管理する。

1. 入会受付（事務局対応）
・入会受付を行う。　

1. 予稿集販売
・予稿集領収書の枚数を受付開始時と受付終了時に数え、販売枚数を把握する。
・追加予稿集を１冊4000円で販売する。領収書を渡す。



1. 懇親会受付（学生ホール、懇親会場）
・懇親会名簿に記入してもらう。
・一般6,000円、学生3,000円、招待講演者(非会員)3,000円、招待講演者(会員)6,00
0円の参加費を頂き、懇親会参加章を渡す。
受け取った参加費は、種別ごとに区分けして管理する。

1. 特別講演会受付（Ｎ２０１講義室前）
・大会参加章を付けていない一般参加者を見たら、一般参加者名簿に記入してもらう。
・特別講演会当日資料があれば、学会参加者および一般参加者全員に渡す。
　
※総合受付は設置しない。各受付で以下の対応を取る。
・大会に関する質問事項に対する対応
・受付窓口の案内、紹介、呼びかけ
・懇親会への参加呼びかけ
・クロークは本部室（右奥直ぐのN102講義室）を案内する。

9. 会計係と受付の現金受渡マニュアル
(1) 一般
現金の受渡は、「現金受渡確認シート」を使用して行う。シートは「一般」、「特別、関係者」「予稿集」、「懇親会」で分けてある。各分類に、それぞれ「釣銭渡し」、「１万円札回収」、「領収」、「最終回収」のシートがある。
1. 受付開始前
受付開始前に会計係は「釣銭渡しシート」に記入し、受付に釣銭を渡す。この時、シートの内容と釣銭額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。
1. 途中で受付の釣銭が不足した場合
受付係は釣銭が不足しそうになった場合は、早めに会計係にその旨伝える。
会計係は「釣銭渡しシート」に記入し、受付に釣銭を渡す。この時、シートの内容と釣銭額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。
1. 受付の手持ち１万円札が多く成ったら
受付は空いた時を見計らって、「１万円札回収シート」に記入し、会計係に現金を渡す。この時、シートの内容と受渡額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。
1. 受付終了時
受付係は、受付表を集計して大会参加章、懇親会参加章の販売数を計算、その枚数と各金額、合計金額を「領収」シートに記入する。手持ちの現金を数え、「最終回収シート」に記入。全現金を会計係に渡す。この時、「最終回収シート」の内容と受渡額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。会計係は「釣銭渡しシート」、「１万円札回収シート」の最終合計額をそれぞれに記入。“釣銭合計額”+“領収額”＝“１万円札回収額”＋“最終回収額”と成っていることを確認する。各シートはコピーして受付係と会計係双方で保管する。




(2) 特別、関係者
現金の受渡は、「現金受渡確認シート」を使用して行う。シートは「一般」、「特別、関係者」「予稿集」、「懇親会」で分けてある。各分類に、それぞれ「釣銭渡し」、「１万円札回収」、「領収」、「最終回収」のシートがある。
1. 受付開始前
受付開始前に会計係は「釣銭渡しシート」に記入し、受付に釣銭を渡す。この時、シートの内容と釣銭額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。
1. 途中で受付の釣銭が不足した場合
受付係は釣銭が不足しそうになった場合は、早めに会計係にその旨伝える。
会計係は「釣銭渡しシート」に記入し、受付に釣銭を渡す。この時、シートの内容と釣銭額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。
1. 受付の手持ち１万円札が多く成ったら
受付は空いた時を見計らって、「１万円札回収シート」に記入し、会計係に現金を渡す。この時、シートの内容と受渡額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。
1. 受付終了時
受付係は名簿を集計し、参加章、懇親会参加章の販売数を計算し、合計金額を「領収シート」に記入する。手持ちの現金を数え、「最終回収シート」に記入。全現金を会計係に渡す。この時、「最終回収シート」の内容と受渡額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。会計係は「釣銭渡しシート」、「１万円札回収シート」の最終合計額をそれぞれに記入。“釣銭合計額”+“領収額”＝“１万円札回収額”＋“最終回収額”と成っていることを確認する。各シートはコピーして受付係と会計係双方で保管する。

(3) 予稿集
現金の受渡は、「現金受渡確認シート」を使用して行う。シートは「一般」、「特別、関係者」、「予稿集」、「懇親会」で分けてある。各分類に、それぞれ「釣銭渡し」、「１万円札回収」、「領収」、「最終回収」のシートがある。
1. 受付開始時
受付開始前に会計係は「釣銭渡しシート」に記入し、受付に釣銭を渡す。この時、シートの内容と釣銭額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。受付係は「領収シート」に受付開始時の領収書の残り枚数を記入する。
1. 途中で受付の釣銭が不足した場合
受付係は釣銭が不足しそうになった場合は、早めに会計係にその旨伝える。
会計係は「釣銭渡しシート」に記入し、受付に釣銭を渡す。この時、シートの内容と釣銭額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。
1. 受付の手持ち１万円札が多く成ったら
受付は空いた時を見計らって、「１万円札回収シート」に記入し、会計係に現金を渡す。この時、シートの内容と受渡額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。
1. 受付終了時
受付係は、「領収シート」に受付終了時の領収書残り枚数を記入し、販売数を計算、その数と金額を記入する。手持ちの現金を数え、「最終回収シート」に記入。全現金を会計係に渡す。この時、「回収シート」の内容と受渡額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。会計係は「釣銭渡しシート」、「１万円札回収シート」の最終合計額をそれぞれに記入。、、と成っていることを確認する。各シートはコピーして受付係と会計係双方で保管する。



(4) 懇親会
現金の受渡は、「現金受渡確認シート」を使用して行う。シートは「一般」、「特別、関係者」、「予稿集」、「懇親会」で分けてある。各分類に、それぞれ「釣銭渡し」、「１万円札回収」、「領収」、「最終回収」のシートがある。

1. 受付開始時
受付開始前に会計係は「釣銭渡しシート」に記入し、受付に釣銭を渡す。この時、シートの内容と釣銭額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。
1. 途中で受付の釣銭が不足した場合
受付係は釣銭が不足しそうになった場合は、早めに会計係にその旨伝える。
会計係は「釣銭渡しシート」に記入し、受付に釣銭を渡す。この時、シートの内容と釣銭額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。
1. 受付の手持ち１万円札が多く成ったら
受付は空いた時を見計らって、「１万円札回収シート」に記入し、会計係に現金を渡す。この時、シートの内容と受渡額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。
1. 受付終了時
受付係は、受付名簿により参加章の販売数を計算、その数と各金額、合計金額を記入する。手持ちの現金を数え、「最終回収シート」に記入。全現金を会計係に渡す。この時、「回収シート」の内容と受渡額が一致しているか会計係と受付係が相互に確認し、確認者欄に氏名を記入する。会計係は「釣銭渡しシート」、「１万円札回収シート」の最終合計額をそれぞれに記入。“釣銭合計額”+“領収額”＝“１万円札回収額”＋“最終回収額”と成っていることを確認する。各シートはコピーして受付係と会計係双方で保管する。




























添付書類：
資料１　現金受け渡し確認シート
　
	
	一般（釣銭渡し）
	

	１月９日
	
	
	
	
	

	時間
	５千円札
	千円札
	合計
	会計係確認者
	受付係確認者

	　
	枚
	枚
	ー
	　
	　

	
	円
	円
	円
	
	

	　
	枚
	枚
	ー
	　
	　

	
	円
	円
	円
	
	

	　
	枚
	枚
	ー
	　
	　

	
	円
	円
	円
	
	

	最終合計
	ー
	ー
	円
	ー
	ー

	
	
	
	
	
	

	１月１０日
	
	
	
	

	時間
	５千円札
	千円札
	合計
	会計係確認者
	受付係確認者

	　
	枚
	枚
	ー
	　
	　

	
	円
	円
	円
	
	

	　
	枚
	枚
	ー
	　
	　

	
	円
	円
	円
	
	

	最終合計
	ー
	ー
	円
	ー
	ー

	
	
	
	
	
	

	１月１１日
	
	
	
	

	時間
	５千円札
	千円札
	合計
	会計係確認者
	受付係確認者

	　
	枚
	枚
	ー
	　
	　

	
	円
	円
	円
	
	

	　
	枚
	枚
	ー
	　
	　

	
	円
	円
	円
	
	

	最終合計
	ー
	ー
	円
	ー
	ー

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	記入例
	
	
	
	
	

	9:00
	100枚
	300枚
	ー
	山田太郎
	鈴木一郎

	
	50万円
	30万円
	80万円
	
	

	
	一般（１万円札回収）

	１月９日
	
	
	
	

	時間
	枚数
	金額
	会計係確認者
	受付係確認者

	　
	枚
	円
	　
	　

	　
	枚
	円
	　
	　

	　
	枚
	円
	　
	　

	　
	枚
	円
	　
	　

	最終合計
	ー
	円
	ー
	ー

	
	
	
	
	

	１月１０日
	
	
	

	時間
	枚数
	金額
	会計係確認者
	受付係確認者

	　
	枚
	円
	　
	　

	　
	枚
	円
	　
	　

	　
	枚
	円
	　
	　

	　
	枚
	円
	　
	　

	最終合計
	ー
	円
	ー
	ー

	
	
	
	
	

	１月１１日
	
	
	

	時間
	枚数
	金額
	会計係確認者
	受付係確認者

	　
	枚
	円
	　
	　

	　
	枚
	円
	　
	　

	　
	枚
	円
	　
	　

	　
	枚
	円
	　
	　

	最終合計
	ー
	円
	ー
	ー

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	記入例
	
	
	
	

	9:00
	60枚
	60万円
	山田太郎
	鈴木一郎





	
	一般（領収）
	

	
	１月９日
	
	

	　
	　
	受付表
集計
	金額

	大会
	正会員8千円
	枚
	円

	
	非会員１万円
	枚
	円

	
	学生会員3千円
	枚
	円

	懇親会
	一般６千円
	枚
	円

	
	学生３千円
	枚
	円

	合計
	ー
	円

	
	
	
	

	
	１月１０日
	
	

	　
	　
	受付表
集計
	金額

	大会
	正会員8千円
	枚
	円

	
	非会員１万円
	枚
	円

	
	学生会員3千円
	枚
	円

	懇親会
	一般６千円
	枚
	円

	
	学生３千円
	枚
	円

	合計
	ー
	円

	
	
	
	

	
	１月１１日
	
	

	　
	　
	受付表
集計
	金額

	大会
	正会員8千円
	枚
	円

	
	非会員１万円
	枚
	円

	
	学生会員3千円
	枚
	円

	合計
	ー
	円

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	記入例
	
	

	
	正会員8千円
	９９枚
	792千円





	
	
	一般（最終回収）
	
	

	１月９日
	
	
	
	
	
	
	

	１万円札
	５千円札
	千円札
	５百円玉
	百円玉
	合計
	会計係確認者
	受付係確認者

	枚
	枚
	枚
	枚
	枚
	ー
	　
	　

	円
	円
	円
	円
	円
	円
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	１月１０日
	
	
	
	
	
	

	１万円札
	５千円札
	千円札
	５百円玉
	百円玉
	合計
	会計係確認者
	受付係確認者

	枚
	枚
	枚
	枚
	枚
	ー
	　
	　

	円
	円
	円
	円
	円
	円
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	１月１１日
	
	
	
	
	
	

	１万円札
	５千円札
	千円札
	５百円玉
	百円玉
	合計
	会計係確認者
	受付係確認者

	枚
	枚
	枚
	枚
	枚
	ー
	　
	　

	円
	円
	円
	円
	円
	円
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	記入例
	
	
	
	
	
	
	

	２０枚
	５０枚
	２６１枚
	０枚
	０枚
	ー
	山田太郎
	鈴木一郎

	200千円
	250千円
	261千円
	０円
	０円
	761千円
	
	





	
	特別、関係者（領収）

	
	１月９日
	
	

	　
	　
	名簿
集計
	金額

	大会
	8千円
	枚
	円

	
	免除
	枚
	０円

	懇親会
	一般６千円
	枚
	円

	
	免除
	枚
	0円

	
	シンポジウム
招待講演者(非会員)３千円
	枚
	円

	合計
	ー
	円

	
	
	
	

	
	１月１０日
	
	

	　
	　
	名簿
集計
	金額

	大会
	8千円
	枚
	円

	
	免除
	枚
	０円

	懇親会
	一般６千円
	枚
	円

	
	免除
	枚
	0円

	
	シンポジウム
招待講演者(非会員)３千円
	枚
	円

	合計
	ー
	円

	
	
	
	

	
	１月１１日
	
	

	　
	　
	名簿
集計
	金額

	大会
	8千円
	枚
	円

	
	免除
	枚
	０円

	合計
	ー
	円

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	記入例
	
	

	
	8千円
	９９枚
	792千円





	懇親会場受付ー領収

	
	
	

	　
	販売数
	金額

	一般６千円
	枚
	円

	学生、招待（非会員）３千円
	枚
	円

	合計
	ー
	円

	
	
	

	
	
	

	記入例
	
	

	一般、招待（会員）６千円
	２４５枚
	1470千円





資料２　名簿
　[image: ]


資料３　　特別講演―一般参加者記入用紙
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Ⅲ．各委員会からの報告　2. 現地実行委員会 2.4 受付係

2.5 懇親会係

1月10日(日)の公開特別講演会終了後に，愛知県名古屋市にある名古屋観光ホテルにおいて懇親会が開催された。参加者数は161名という予定人数を超える盛況ぶりであった。懇親会では，大会実行委員長からの歓迎挨拶，主催者を代表して加藤義章会長の開会挨拶，本大会を共催頂いた名城大学学長 吉久光一先生の挨拶，さらに公開特別講演者の名古屋大学 天野浩先生の挨拶の後，本大会プログラム委員長である静岡大学 川田善政先生の乾杯のご発声で開会となった。歓談中には，鵜飼家みるく様による落語，小田島旺来様による津軽三味線の演奏も加わり，楽しく賑やかに懇親を深めて頂けたのではないかと思われる。
最後は次回実行委員長の徳島大学 原口雅宣生から次年度のアナウンスの後，井澤靖和副会長の挨拶で閉会となった。
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　　　　                                   懇親会風景2
2.6 アルバイト係

伊藤昌文（主査）、児玉哲司 (副主査)

アルバイト係の仕事はアルバイト要員の確保、シフト作成、出勤管理となります。以下に作業の内容及び検討事項をまとめます。

1. 事前準備
1-1 必要アルバイト人数の集計
2015 年11 月2日開催の第2 回実行委員会にて各係から、必要アルバイト人数の聞き取りを行った。すぐには人数が確定できなかったため、後日メールでやり取りすることとなった。その後事務局、各係との電子メールでのやり取りの結果、各係の必要人数は、受付９ 名、総務係5名、会場2名×8会場＝16名の計30 名となった。

1-2 アルバイト要員の確保
第2 回実行委員会開催後、要員の募集を始めた。会場が名城大学であることと、交通費が支給されないことを考慮して、名城大学学生から募集した。募集に際しては、大会3 日間働ける学生を主に採用し、不足分を2日しか働けない学生を組み合わせて採用した。12月29日までに30 名確保した。

1-3 アルバイタへの事前連絡
アルバイタシフト案（最終）を1 月5 日に各係の主査に送信し確認していただいた後に、アルバイタリスト（資料1）、アルバイタシフト表（資料2）、当日集合場所、諸注意をアルバイタに直接電子メールにて送付した（1月6日）。また、全アルバイタの上記資料の受領を確認する作業をアルバイト学生の指導教員と分担して行った。なお、アルバイトマニュアルは、各係の主査が作成し、大会初日（9日）午前の会議準備時間の最初に手渡し、詳細を各係の主査から説明をしていただいた。

1-4 前日作業
1 月9 日の午後から学会が開催されることとなったため、前日作業は、荷物の搬入のみでアルバイトに対する業務は無しとした。

1-5 当日作業
1 月9 日9：30 に集合させ、点呼出席を取り、各係に引き渡した。アルバイト全般に関する説明は各係の主査が資料を配布し、業務内容の詳細説明を行いった。その後大会準備を行い11：30までに作業を完了した。
大会業務は12：00から始め、18：30までに完了した。その後、会計係が直接、作業終了時にアルバイト学生に学生証を提示させることで本人確認を行い、その日のアルバイト代を一人ずつ手渡しで支払った。
大会開催日の10日・11 日は8：30～17：30（懇親会係1名は19:30 まで）を作業時間として、各自業務担当の⒖分前に出席をとった。懇親会係は当日会場での参加受付の補助、参加者人数のカウントを行い、翌日アルバイト代の支払いは行った。11 日は8：30～18：00を作業時間として、各自業務担当の⒖分前に出席をとった。

1-6 大会終了後
報告書の作成を行った。（3 月下旬）

2. アルバイト代
報酬は時給として支払った。シフト表に従い労働時間に時間給900円を掛けた額を、作業終了時に、学生証で本人確認をしながら、会計係主査より支払われた。受け取り時には領収書に捺印をさせた。弁当の手配は総務係が担当した。全てのアルバイタに9・10・11 日の弁当を支給した。弁当の必要数を1月5日にメールで総務係に連絡した。

3. 保険
アルバイタの保険は総務が担当した。1 月6日に総務係主査にアルバイタのリストを知らせた。

4. アルバイタシフト（資料1,2）
総務係（5名）：クローク担当の2 名は固定とし、残りの4 名で受付・案内や道案内を含む雑用一般を行った
受付係（9名）：9 日～11日まで9名体制で行った。ただし、最終日の午後は、休憩時間等で勤務時間を調整した。受付係の1名を10日夕方から懇親会係として懇親会会場に派遣した。
会場係（16名）：各会場での会場進行。特別講演時には4名で会場進行を行った。
懇親会（1名）：受付係のアルバイタ1名が懇親会会場に出向き、懇親会会場での当日受付の補助と懇親会参加者人数のカウントを行った。

5. 検討事項
・アルバイタの必要人数が11月2日開催の第2回実行委員会で決まらず、後日メールベースで11月下旬に決めたため、アルバイタの確保が12月下旬となってしまった。例年20 名～25 名の範囲で確保しているが、全員が3日参加できず2日参加できる学生を組みこんだため、シフト表の作成に時間がかかった。もう少し早めに募集活動を始めるべきであった。
・アルバイタの緊急連絡時のために携帯電話番号を聞き取りしておいたため、緊急時の連絡に役立った。




関連資料
資料１ アルバイタリスト
[image: ]
資料2 アルバイタシフト表
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2.7 会場係
多和田昌弘　(主査)、	太田貴之（副査）

1. 概要
第36回年次大会は、2016年1月9日（土）、10日（日）、11日（月・祝日）の3日間、名城大学天白キャンパスで行われた。使用した共通講義棟北は他学会でもよく使用されており、入口に広い学生ホールがあり、１階には特別講演を行えるホールをいれて7教室、２階には８教室と会議室３室があり、当学会を実施するには１階および２階で会場をすべて賄えることになる（第36年次大会会場平面図参照）。そして、各教室にはAV機器（天井吊り下げ型のプロジェクター、スクリーン、VGAケーブル、マイク、AV制御機器）が常備されており、持ち込みのパソコンがあれば、講演がすぐ可能となっている。
食堂は地下にあり、土曜、日曜、祝日とも営業してもらうよう交渉した。ただし、昼食時に集中する可能性があるため、大学近辺のランチマップも作成し、受付付近で配布した。
会場係の大きなトラブルとしては、講演会場でのトラブルが考えられるので、会場係とアルバイト係は開催校の4名で担当し、すぐ対応できるように情報を共有した。

2．前日までの準備
　・ 使用会場を大学に申請する。その折、共催の許可およびポスターに使用する写真及びロゴの使　
　　用許可をとる。
· 助成金の申請をする。（今回は2件申請。愛知県内および開催大学の教員という条件があったため、会場係が代わりに申請した。）
· 食堂および売店を土曜、日曜、祝日に営業してもらうように大学と交渉した。
· Laser Solution 2016開催に当たり、開催場所および使用電流容量などをオプトロニクス社と相談し、その結果を踏まえて大学側と交渉した。また、荷物搬入場所と時間を相談し、会場係が搬入に立ち会った。
· 受付係と受付場所と使用する机・椅子の数を確認し、手配した。
· 本部用の臨時外線電話の申請を行った。
· 受付、Laser Solution 2016、休憩場所である１階の学生ホールでWi-Fiが使用できるように大学に申請した。
· 本部室用パソコン、プリンター、各会場の予備パソコン８台、HDMI-VGA変換器８個を手配した。
· 会場掲示物、各種案内は例年と同じものを準備した。
· 地下鉄出口から会場までは、大学正門で一回曲がるだけで会場入口に到着するので、途中にアルバイト学生を配置せず、大学構内に入ってから張り紙で案内した（会場アクセスMAP参照）。
· 現地実行委員、アルバイト学生は昼食時間が取れないので、全員弁当にし、総務係に注文をお願いした。
· 年次大会、各係準備事項チェックリストに従い、準備した。
　
３．当日
　・　会場などの設営は前日準備で終了しているので、講演会場の管理運営が主な仕事であり、また突発的な事項に対処するのが主な仕事となる。
· 最初に、アルバイトの点呼および業務内容の説明を行った。他学会で経験している学生が多いので説明内容の理解が早かった。
· 会場係としては、講演会場担当アルバイトからの逐次報告に関する対処と、受付、クローク担当アルバイトからの報告に関する対処をするため、開催校実行委員は必ず一人は本部にいることにした。
他の委員は、随時会場内の見回りなどをし、個々の問題に対処した。



· 会場係に関して出てきた問題点としては、
1 Macとの接続ができなかった　→　備え付けのパソコンにデータを移して講演を行ってもらった。講演が終了したら、すぐデータを消去した。
2 事前に会場備え付けのパソコンで映り具合をチェックしたい　→　講演開始時間前であれば会場でチェックできるようにアルバイトに指示した。
3 落し物や急な連絡などの掲示があった　→　担当が開催校委員だったので、掲示するための立看板などを急遽集めた。
4 懇親会、食堂などの案内　→　各会場で休憩時間中にPower Pointで案内した。

開催に当たり、いろいろな問題が突発的に起こりうるが、大学で開催の場合は、大抵のことは開催校委員が対応に当たり解決できる。今回の開催に当たっては、現地実行委員、事務局の応援があり開催に支障をきたすような大きな事故はなかった。
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3. 展示会（Laser Solution2015）実行委員会 


（社）レーザー学会学術講演会第36回年次大会併設展
Laser Solution2016報告書

Laser Solution事務局
　オプトロニクス社　大沢
実施概要
· 併設展示会「Laser Solution2016」は1月9日～1月11日の3日間、名城大学 天白キャンパス特設会場にて開催し、以下の11社（団体）11小間の出展があった。

（株）アートレイ			（株）オフィールジャパン
（株）オプトサイエンス			（株）オプトロニクス社
スペクトラ・フィジックス（株）		（株）東京インスツルメンツ
日本デバイス（株）			（株）日本レーザー
浜松ホトニクス（株）			光産業創成大学院大学
プネウム（株）

· 例年どおりコーヒー無料サービスを実施し、実行委員をはじめ年次大会参加者には多数、展示ブースにお立ち寄り頂き出展社から好評を得ることができた。

· 次年度申し送り事項
· 次年度の開催も展示会場は学会総合受付　or　学会本部と隣接し、休憩コーナーが取れる場所が望ましい。
· 次年度以降も休憩時間にはなるべく展示会に足を運んでいただくように、コーヒーの無料サービスがあることも含め年次大会参加者へは案内していただきたい。
· オプトロニクス社が配信する「光産業e-mailニュース」（読者数　約18,000人）を利用して論文募集、参加募集を積極的に働きかけていきます。
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4. 学会事務局
第36回年次大会　事務局が準備する物品リスト
	品　　名
	内　訳　・　備　考

	総務関連
	ｶﾒﾗ
	ﾃﾞｼﾞｶﾒ：１台　（総務係：別途１台（＋付属品一式）を準備）

	
	各種名簿
	役員,名誉会員,特別・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ・招待講演者,座長，実行･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員→提出(12/4)

	
	名札ｹｰｽ，ﾘﾎﾞﾝ
	実行委員：3０枚（名札自体は総務係に準備頂く；黒紐），事務局：3枚(黒紐)，
ｱﾙﾊﾞｲﾀ：30枚（名札自体は総務係に準備頂く；赤紐）

	
	配布資料
	ﾗﾝﾁﾏｯﾌﾟ：600枚

	
	救急箱
	薬一式（救急セット，風邪薬等，カイロ）

	受付関連
	資　料
[会場納入]
	年次大会講演予稿集：600部(USB) →吉田実行委員長宛
年次大会次第書：800部(業者から直送)
特別講演会講演予稿集：300部

	
	参加章・領収書
	参加章兼領収書：正・賛助会員：750枚，学生：200枚，非会員：300枚
懇親会参加章兼領収書：一般：250枚，学生：100枚
講演予稿集領収書：30枚

	
	受付用名簿
	来賓，賛助会員，賛助会社，招待・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ講演者，　座長・評価者→提出(12/4)．

	
	参加登録受付用紙
	600枚(サイズはA4の1/2)，但しHPからの持参有．

	
	備品
	花ﾘﾎﾞﾝ…赤大花(公開特別講演会講師)：3個＋予備１
	白大花(会長，実行委員長)：２個＋予備１
ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ：２台，　招待ゴム印：１個，　お金ｹｰｽ：７個

	
	座長・評価者用資料
…封筒に挿入(※)
	※論文発表賞評価票：156枚＋予備10枚
※講演者略歴表（特別：3件→吉田先生封筒，ｼﾝﾎﾟｼﾞﾑ→各座長,授賞記念→米田理事へ）
座長名札：56枚+予備10枚　（評価者は不要）
論文発表賞評価用回収ﾁｪｯｸﾘｽﾄ：A3：1部/3枚(日毎)，A4：32部(日毎)+予備5部

	
	掲示・PR資料
…ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

	年次大会ﾎﾟｽﾀｰ：5部（含：研究会），OPIC資料（OPIC事務局から現地へ）
ｾｯｼｮﾝ・座長表（ﾋﾟﾝｸ）：A３版5部
会場平面図（ﾋﾟﾝｸ）：A３版5部，A４版5部

	
	資料用封筒
	Ａ４版封筒：30部

	
	人員ｶｳﾝﾀｰ
	２個（特別講演会，懇親会参加者計数用）

	会場関連
	会場用品ｾｯﾄ
	ﾚｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾀ（緑：１本，赤：9本+予備：1本）．指示棒：3本，ﾎﾟｲﾝﾀｰ用乾電池：40個
ｽﾄｯﾌﾟｳｵｯﾁ：9個＋予備１，ｽﾄｯﾌﾟｳｵｯﾁ用乾電池：9個，ﾍﾞﾙ：9個＋予備１
太マジック（黒，赤）：各9本＋予備１，ｾﾛﾃｰﾌﾟ：9個＋予備１，黒ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ：9本、
ｿﾌﾄｹｰｽ：9ヶ，座長ﾏﾆｭｱﾙ(ｹｰｽ入)：9ヶ，ｱﾙﾊﾞｲﾄﾏﾆｭｱﾙ(ｹｰｽ入)：9ヶ，
ﾎﾟｽﾄｲｯﾄ：9ヶ，ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｾｯﾄ：1式，VGA-HDMI変換器ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ：9ヶ(多和田先生購入)

	
	会場係
アルバイタ用資料
	講演進行状況報告書：56枚＋予備５枚，論文発表賞評価票の回収

	会計関連
	
封筒，
領収書
	
長3封筒(ｱﾙﾊﾞｲﾄ代用)：100部+領収書 →会計係に送付(12/11)
A4封筒：10枚，長3封筒：10枚

	事務局専用分
	現　金
	受付用つり銭

	
	受付用品
	受付ﾃｰﾌﾞﾙ表示，文具，領収書，入金箱，入会案内冊子：60部，入会案内ﾋﾞﾗ，
評価票受入箱，推薦論文受入箱，宅配便送状，ｶﾞﾑﾃｰﾌﾟ等，　自動引落し：60部

	
	理事会関連
	理事会配布資料：11部，名札，弁当手配（→総務係に依頼済）

	
	編集委員会関連
	委員会資料：　部，賞状：　枚，盆

	
	展示
	学会紹介用PC，ケーブル：一式
会誌見本：43.1～43.12号各１冊（含：購入申込書）…※ｼｰﾙ貼り必要

	
	その他会合
	弁当手配　→総務係に依頼済（12/23）　
※編集委，東京支部委，安全専門委，関西支部委、会長を囲む会



年次大会 各係準備事項チェックリスト（概要）
注）下記はあくまで目安であり，適宜見直して下さい．
事務局準備品以外で手配・作成が必要な物品類は，担当の各係にて準備をお願い致します．
	係　　名
	準　備　事　項

	総務係
	事前作業
	□弁当配達手配：実行委員，アルバイタ，事務局，他．また，理事会等の別会合分も一括手配．
□本部室用飲物の手配
□実行委員名札作成（名刺版）→ケースは事務局が用意
□会場外大会案内立て看板（広報係と連携）
□保険

	
	前日作業
	□本部室用品の搬入（パソコン，プリンタ，飲物等）
□本部室設営：ロの字形式（約30名程度）
□ランチマップ（受付用）

	受付係
	事前作業
	□受付配置案の作成
□受付用器財の手配（テーブル，ホワイトボード，椅子，文房具等）
□受付用各種表示の作成（特別受付，一般受付，懇親会受付，予稿集販売，学会関係者等）
□受付アルバイトマニュアルの作成
□受付用名簿作成（データは事務局より支給）
・特別参加者名簿，ラベル（特別・シンポ・招待講演者，座長，実行・プログラム委員）
・公開特別講演参加者名簿，一般参加者名簿，懇親会参加者名簿（いずれも記名用紙）

	
	前日作業
	□受付アルバイタへの作業内容説明
□受付設営（特別，一般，懇親会，予稿集販売，学会関係者等）
・テーブル配置
・受付用各種表示の掲示
・予稿集，次第書等資料の開封・配列
・受付用品の配列（受付名簿，特別参加者用封筒，各種花リボン，座長名札等）
□つり銭用現金の確保
□特別参加者用封筒詰（特別講演者，座長・採点者用は事務局が準備）
・参加章兼領収書：正・賛助会員/学生/非会員の３種類
・懇親会参加章兼領収書：一般/学生の２種類
・講演予稿集領収書：１種類

	会場係
	事前作業
	□会場予約（見積書，請求書入手）
□使用機器の手配・確保（含：プロジェクタ，ＰＣ，ケーブル→レンタル？）
□本部室用パソコン，プリンタ手配（含：プリント用紙）
□特別会場吊看板，立て看板の制作・設置手配
□会場アルバイトマニュアルの作成
□各種案内の作成（会場番号，控え室，休憩室，クローク，締切，案内矢印，座長席表示，
プロジェクター試写案内等）

	
	前日作業
	□会場用器財の搬入：プロジェクター他
□会場アルバイタへの作業内容説明
・資料：マニュアル，講演使用機器一覧，講演進行状況報告書(回収箱は大会本部に設置)
・論文発表賞評価票回収と回収チェック表にチェックの実施と回収箱(大会本部に設置)
・「レーザー研究」オリジナル論文候補推薦のお願い(大会本部に設置)
□講演会場設営
・座長席設営（座長席表示，会場用用品セット，座長用予稿集）
・プロジェクター設置・試写，セレクター照明・マイクテスト等
・吊看板，立て看板の設置
・式次第垂れ幕，各種案内板の掲示

	会計係
	事前作業
	□会場予約金の支払

	
	前日作業
	□現金準備：旅費，謝礼，アルバイト代（封筒詰，宛名書き必要），つり銭用
□旅費，謝礼，アルバイト代の封筒詰，宛名書き
・源泉徴収用領収書：特別・シンポ・招待・受賞記念講演者，アルバイト代（１日単位）
□受付係との連携確認
□現金輸送ルートの確認


事務局 実施項目・計画
(第36回年次大会前日及び当日)


１．大会前日(１/8 )作業項目：
(1)次第書，予稿集USB，公開特別講演資料，事務用品の搬入確認と点検
(2)事務局準備品の各係への配付
・会場係：会場用品ｾｯﾄ（ﾎﾟｲﾝﾀｰ，ｽﾄｯﾌﾟｳｫｯﾁ，ﾍﾞﾙ等），会場用品等
・受付係：次第書，予稿集，参加章，予稿集用領収書，その他備品，当日配布用座長･評価者資料
（事務用品：事務局より　14時-16時着） 
(3)学会事務局受付(新規入会，学会紹介等)の設営
(4)設営支援
・受付設営支援
・会場設営支援
・会計係作業支援

２．大会当日(１/9～11)作業項目：
(1)参加章，予稿集等の販売数と入金額との整合性チェック（受付係/会計係支援）
入会希望者に対する入会手続事務(会費の徴収，領収書発行，入会申込葉書の回収など)；
(2)会計係作業支援
(3)書籍等の予約販売
(4)年次大会受付係支援

３．作業（予定）と分担：
	日　時
	項　目
	担　当

	１月8日（金）
16:00～18：00    
	・着荷確認と準備(16:00-18:00)
・学会受付設営
・受付設営支援
・会場設営支援
・会計係作業支援
	森，牧野，田中
森，牧野，田中
牧野，田中
森
牧野

	１月9日（土）
9:00～18:00
	・会場確認（11：00～11:30）
・入会受付開始（11:00～）

	森
田中


	1月10日（日）
8:30～18:00
	・会場確認（8:30～9:00）
・入会受付開始（8:30～）
・9-10日AMの参加登録者数確認し
加藤会長へ（12:00）
・理事会(12:00～13:00)
・公開特別講演会（15:00～17:15）
　参加人数カウント
・懇親会受付支援(16:00～)
・懇親会参加人数カウント
・特別講演参加人数，懇親会参加人数
　を確認し吉田実行委員長へ（18:25）
・懇親会（18:30～20:30）
	森
田中
森

森，牧野
アルバイト(依頼)

牧野，田中
アルバイト(依頼)
森

森，牧野，田中


	1月11日（月）
8:30～18:00
	・会場確認（8:30～9:00）
・入会受付開始（8:30～）
・編集委員会(11:30～13:00)
・会長を囲む会(12:00～13:00)
・後片付け（講演終了時刻：17:00）
・大会総括（？）～終了後解散
	森
田中
牧野，田中
森
森，牧野，田中
森，牧野，田中，(実行委員)





事務局 特記事項
(第36回年次大会及び以降)


１．依頼事項（大会期間中）：
(1)連絡体制
・緊急時（座長不明、遅れるなど・・・）大会本部：052-832-1384　(大会期間中のみ)
・事務局へは、090-4561-ｘｘｘｘ（「森」携帯）

(2)公開特別講演の参加者カウントのアルバイトさんへの依頼
・指定時間内に「森」まで連絡ください
　◆特別講演：17時30分

(3)懇親会の参加者カウントのアルバイトさんへの依頼
・指定時間内に「森」まで連絡ください
　◆懇親会：18時20分

２．大会以降の依頼事項：
(1)大会速報の作成
・原稿締切：2月20日
・作成者：実行委員会　，原稿とりまとめ：事務局
※サンプル（昨年度）付録に添付

３．大会報告書の作成：
・原稿締切：3月E
・作成者：実行委員会　
　　※詳細は、第36回年次大会全体スケジュールを参照ください.

４．マイナンバー制度対応：
　レーザー学会として下記対応としますのでご協力をお願いいたします。

(1)公開特別講演者について
・5万円以下のため「対象なし」

(2)アルバイトについて
・原則として9,300円/日以下で従来とおり運用ください。超える場合には取得が必要となります
ので、その時には事前に事務局まで連絡を願います。対象者には事務局から直接書類の送付、受領及び厳重な保管管理を行います。

(3)余興について
・5万円以下のため「対象なし」
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　（単位：円）

科目 　予算額　ａ 決算額 ｂ    差　異 ｂ−a　 　　　  備　　考

Ⅰ. 収入の部

　1. 賛助金 2,300,000 1,500,000 △ 800,000

100千円／口×14口＊1

　2. 助成金 100,000 280,000 180,000

名城大80000円、大幸財団200000円

　3. 参加費収入 3,300,000 2,962,000 △ 338,000

　　    正会員収入 2,300,000 2,032,000 △ 268,0008千円×254人

　　    学生会員収入 450,000 420,000 △ 30,0003千円×140人

　　    非会員収入 550,000 510,000 △ 40,00010千円×51人

　4. 広告収入 400,000 373,680 △ 26,320

           広告収入 400,000 373,680 △ 26,320

9頁 

  5.懇親会  900,000 663,000 △ 237,000

　　 参加費 840,000 552,000 △ 288,000

6千円× 92人

60,000 111,000 51,000

3千円×37人

　6.利息 0 115

   収入合計　（A） 7,000,000 5,778,795 △ 1,221,320

科目 　予算額 ａ 決算額 ｂ   差　異  ａ−ｂ 　　      備　　考

Ⅱ. 支出の部

1．会場費 600,000 139,000 461,000

*2

        会場借料 400,000 139,000 261,000

会場設営費 200,000 0 200,000

2．会議費 　 

会場費＋交通費 1,500,000 1,208,760 291,240

3．予稿集印刷費 650,000 631,600 18,400

USB媒体 500,000 561,600 △ 61,600

800×650個

USB化作業費 150,000 70,000 80,000

4．.印刷費 350,000 263,937 86,063

講演案内，参加章他 100,000 54,432 45,568

次第書 130,000 128,625 1,375

ポスター 100,000 38,880 61,120

公開特別講演予稿集 20,000 42,000 △ 22,000

チラシ印刷

5．アルバイト 540,000 498,150 41,850

受付，会場 （3日，時給，900円，最高1日6300円×30人）

6．

 講演者交通費，謝礼

220,000 62,000 158,000

公開特別講演講師謝礼

90,000 60,000 30,000

謝礼2名×3万

交通費 130,000 2,000 128,000

交通費2名（学会支給基準）

7． 懇親会費 1,390,000 1,374,219 15,781

150人×7千円＋装花料他

8．通信費 100,000 79,149 20,851

9．雑費 300,000 293,824 6,176

保険代，コピー代，弁当代，余興代他

10． その他 150,000 44,085 105,915

源泉徴収，振込手数料等，電話設営

11.経費 1,200,000 1,200,000 0

 当期支出合計（B） 7,000,000 5,794,724 1,205,276

 収支差異 （C） 0 △ 15,929 △ 16,044

＊1　 展示会賛助金100千円 

＊2　展示会場使用料および理事会，各種委員会の会場使用料を控除後の金額


image2.jpeg




image3.jpeg
$:= gﬁ",ﬁ,ﬁn
El)\kﬂ *gﬁﬂ

N Ve

$36H





image4.png
e s rog¥R2TOYS0 e
(HAPNANLETL YA PVALE L EY) o - = nE
ooy eE GBS @aseew as0BEERE| TF | Iz
- (EHEOTETE| Y
BREET| Rl sorEy smOY vyENYEBORNNE =g | IF
- WEEELE) -
WL SR PRU il amo—rEHFEO| B | 2
wyReImcwond| ek FFEENE) smgEOTEHED| W2 | 2&
R AL S
;e (WBEZLE)| pop an E
- = PR SHEE HE K BB IE - e
LLEYWROB O/ ) FUELEEEE S0y | SEEE B s Iy BumMmES | =
& | ESEEDD) wEweR TuBC (EriETYE e
HEYWRO O ) BFUELEEEE B0 C@HEE) ML B WESED
wwal
e
B RETIYE| R H01K1 ARMEOWEXEYED =8
BB NBMBALOLTABLE LUK B0 | (FXOM) pREy BTROHENED =8
U OEFUTLEEE| whU o BWEIEE B020 e
HNRBERTABNIIF| RRU s EEOBHEHED s
- i HHPIETOL R L S R OEE =L
FIEEEBIUNCADL ORI fesB3) B8 e somRE NCoEEFRSASINED =8
28 exze SEBEEEONY BRI s
_ £ —| 2z ESHIONLY. =
F A CTALATOMNEEE= 0L FY| PERNIV=ACC WY EEHE ETHE LE0
(000°6+000'6+00S #) B H € X % ~; >
AL S P B Y B e - BREEOUN VAL EEE D lif
BT T e TR e - [3 0 (0] fures Ju iits
EEES
) B A | =5 KEEEANESE=AEE

(BESI— A ERGL EX GBI E—L—1





image5.png
Zensm 0 AR
4 8 )
pe Y 4 Earrran Preseess f
. o/ & 4
Y . )
022388 TEAvEE 7
' ity @1 [~ " s ~
&
o Kevosn x
xeunm : =5y
- O . BSEEAT |
FUivasga msmiss
S e
R IARPIVKD, >
. pareens » 27 SnAInBe
PU=TIVENSY. o K VAR EM .
wneem . =i
ety e “-AraE e
- 2 . G an# g0, 5uE0 FEtan
Ao
2wy
58 S o
L ARESAH

-

Un-nizUss e
274 5qoHEE

7473 vm

s 6 1= aeririne
et st
oo Gy @ rissman ko
7 FovENEm
252Enem ey,
prn] % S
> () +
X Cnry
. o7 & Google
y S N IPEF -4 ZENRIN BRSS9 -





image6.wmf

image7.wmf

image8.png
RE 2T

HRIEM o

Bl

REBEAN- X
£l £l
£l £l

—pes2 it —RRSRAT

£l

£

£

&

&l

O 00 00 0O

O O

A

HYEE

O

O

£l

ANE

-=n

IRAL—%

O
O

G55

FrR%ERT
BREZM

AQ





image9.jpeg




image10.jpeg




image11.emf
謝礼 旅費

座

長

採

点

特

別

講

演

シ

ン

ポ

招

待

講

演

実

行

委

員

プ

ロ

グ

ラ

ム

委

組

織

委

員

前期

・

次期

実行

委員

長

あ あおき 青木章　

3千円

〇

あがの 阿賀野俊孝

3千円

〇

あさの 浅野孝平 免除

3千円

〇

あしはら 芦原聡 〇(２) ○ ○

あまの 天野浩 免除 招待 ３万円 支給 〇

あらい 荒井昌和 〇 ○

いざわ 井澤靖和 ○

いしい 石井克典 〇 ○
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特別講演会参加者名簿 No.

番号 氏名 所属(大学、会社、一般等) 講演会情報入手方法
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